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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
近
世
語
の
受
容

『
語
録
訳
義
』

I

留

守

希

斎

撰

『
朱
子
語
類
』
を
始
め
と
す
る
宋
明
の
語
録
の
類
は
非
常
に

難
解
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
っ
と
し
て
、
文
章
中
に

当
時
の
俗
語
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
近
世
の
俗
語
に
関
す
る
研
究
や
解
説
等
が
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
多
く
著
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
『
朱
子
語
類
』
研
究
の
先
駆
者
の
一

人
と
し
て
、
山
崎
闇
斎
（
元
和
三
年
I
天
和
二
年
、
一
六
一
八

—
―
六
八
二
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
闇
斎
は
、
林
羅
山

（
天
正
一
―
年
ー
明
暦
三
年
、
一
五
八
三
ー
一
六
五
七
）
た
ち

が
『
四
書
大
全
』
を
中
心
に
朱
子
学
の
研
究
を
進
め
た
の
に
対

し
て
、
『
朱
子
語
類
』
あ
る
い
は
『
朱
子
文
集
』
を
通
じ
て
朱

子
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
。

本
稿
は
、
こ
の
山
崎
闇
斎
お
よ
び
闇
斎
学
派
の
人
々
が
、
先
に

述
べ
た
よ
う
な
語
録
を
読
解
す
る
上
で
の
問
題
を
、
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の

手
が
か
り
と
し
て
、
崎
門
三
傑
の
一
人
で
あ
る
三
宅
尚
斎
（
寛

文
二
年
I
寛
保
一
年
、
一
六
六
ニ
ー
一
七
四
一
）
の
高
弟
、
留

守
希
斎
（
宝
永
二
年
I
明
和
二
年
、
一
七
0
五
ー
一
七
六
五
）

が
綱
纂
し
た
『
語
録
訳
義
』
を
取
り
上
げ
る
。
『
語
録
訳
義
』

は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
語
録
読
解
の
た
め
の
手
引
書
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
書
は
、
宋
明
の
俗
語
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は

唐
話
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
一
七
、
八
世
紀
の
中
国
語
に
至
る
ま

で
、
解
説
を
施
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
を
同
時
代
に
編
纂

さ
れ
た
他
の
手
引
書
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
徴

を

通

じ

て

神

林

裕

子
（
大
阪
大
学
）

(90) 
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江
戸
時
代
の
唐
話
研
究
に
つ
い
て
は
、
石
崎
又
造
『
近
世
に

於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
（
昭
和
一
五
年
・
弘
文
堂
書
店
）

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
石
崎
又

造
の
研
究
成
果
を
中
心
に
、
〈
江
戸
時
代
の
中
国
白
話
小
説
〉

に
関
す
る
諸
研
究
の
概
略
を
記
し
た
も
の
と
し
て
、
斎
藤
護
一

「
徳
川
時
代
の
漢
文
学
（
其
三
）
ー
l

支
那
俗
語
学
・
支
那
俗

文
学
」
（
『
近
世
日
本
の
儒
学
』
所
収
・
一
九
八
四
•
岩
波
書

店
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に

は
、
「
唐
話

x
x
」
と
題
す
る
、
今
で
い
う
中
国
語
実
用
会
話

を
目
的
と
し
た
入
門
書
が
数
多
く
編
纂
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
唐
話
学
習
熱
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
語
録
に
お
け
る
俗

語
表
現
等
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
唐
話
研
究
が
日
本

の
近
世
文
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
中
村
幸
彦
「
唐
話
の
流
行
と
白
話
文
学
書
の
輸
入
」

（
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
七
巻
「
近
世
比
較
文
学
孜
」
所
収

（一）

先
行
研
究

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

•
昭
和
五
九
年
・
中
央
公
論
社
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
荻
生
狙
株
．
（
寛
文
六

年
ー
享
保
一
三
年
、
一
六
六
六
ー
一
七
二
八
）
や
、
狙
練
が
開

い
た
訳
社
と
い
う
中
国
語
研
究
会
の
講
師
で
あ
っ
た
岡
島
冠
山

（
延
宝
二
年
ー
享
保
一
三
年
、
一
六
七
四
ー
一
七
二
八
）
ば
か

り
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
語
録
の
読
解

を
目
的
と
す
る
、
い
わ
ば
、
そ
の
読
者
層
を
儒
者
に
限
定
す
る

留
守
希
斎
の
『
語
録
訳
義
』
は
、
こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

な
お
、
『
語
録
訳
義
』
に
つ
い
て
の
専
論
に
は
、
鳥
居
久
靖

「
留
守
希
斎
「
語
録
訳
義
」
に
つ
い
て
ー
近
世
日
本
中
国
語

学
史
稿
の
―
|
ー
」
（
『
天
理
大
学
大
学
報
』

III
ー
2
.
―
九

五
二
）
が
あ
る
（
注
1
)
。
鳥
居
論
考
は
、
『
語
録
訳
義
』
の

内
容
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
特
に
『
語
録
訳
義
』

に
お
け
る
引
用
書
や
、
そ
の
引
用
回
数
に
つ
い
て
、
か
な
り
綿

密
な
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鳥
居
論
考
は
、
こ
う

し
た
数
量
的
な
分
析
に
は
詳
し
い
が
、
そ
の
一
方
、
思
想
史
的

側
面
か
ら
の
解
説
に
乏
し
く
、
た
と
え
ば
撰
者
で
あ
る
留
守
希

斎
の
学
問
的
背
景
や
、
『
語
録
訳
義
』
の
当
時
に
お
け
る
位
置

付
け
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
う
で
は
あ
る

(91) 
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が
、
以
下
、
『
語
録
訳
義
』
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
随
時
、

こ
の
鳥
居
論
考
に
言
及
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

『
語
録
訳
義
』
の
撰
者
で
あ
る
留
守
希
斎
の
事
跡
お
よ
び
そ

ママ

の
撰
述
に
つ
い
て
は
、
平
重
道
「
大
阪
の
崎
門
学
者
留
守
友
信

の
学
問
と
人
物
」
（
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
・
昭
和
四
四

年
・
吉
川
弘
文
館
）
に
詳
し
い
。
平
論
考
を
要
約
す
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
留
守
希
斎
、
名
は
友
信
、
通
称
は
退
蔵
、

希
斎
は
そ
の
号
で
、
ま
た
括
嚢
と
号
し
て
い
る
。
奥
州
一
ノ
関

の
出
身
で
、
初
め
、
遊
佐
木
斎
（
万
治
元
年
ー
享
保
一
九
年
、

一
六
五
八
ー
一
七
三
四
）
に
師
事
し
、
後
に
そ
の
養
子
と
な
る
。

そ
の
後
、
京
都
に
遊
学
し
、
つ
い
に
、
養
家
を
去
っ
て
、
三
宅

尚
斎
に
師
事
す
る
。
壮
年
か
ら
は
、
闇
斎
学
が
あ
ま
り
普
及
し

な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
大
坂
に
て
講
席
を
開
き
、
当
地
に
没
し

て
い
る
。
そ
の
間
、
宝
暦
―
二
年
(
-
七
六
二
）
に
、
闇
斎
の

墓
所
の
改
修
事
業
が
行
な
わ
れ
た
際
に
は
、
希
斎
は
、
全
国
の

闇
斎
学
者
を
動
員
し
て
、
そ
の
一
切
を
指
揮
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
既
に
沈
滞
期
に
入
っ
て
い
た
と
は
言
え
、
希
斎
が
当
時

の
闇
斎
学
派
に
お
け
る
代
表
的
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
希
斎
と
同
門
で
あ
る
山
宮
雪
楼
（
享
保
年
間
の
人
）

の
『
語
録
訳
義
』
の
序
文
か
ら
も
、
希
斎
が
た
だ
単
に
唐
話
に

通
じ
た
人
物
で
は
な
く
、
儒
者
と
し
て
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
雪
楼
の
序
文
に
、
『
語
録
訳

義
』
を
高
く
評
価
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

然
り
と
雖
も
公
（
希
斎
）
の
学
大
に
し
て
、
此
れ
（
『
語

た

録
訳
義
』
の
編
纂
）
特
だ
其
の
緒
餘
な
る
の
み
。
世
の
斯

の
書
を
観
る
者
、
或
い
は
公
の
学
を
以
て
此
に
止
む
と
為

す
は
公
を
知
る
者
に
非
ず
。

な
お
、
関
儀
一
郎
『
近
世
漠
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
昭

和
五
六
年
・
琳
浪
閣
書
店
）
に
よ
れ
ば
（
注
2
)
、
そ
の
撰
述

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『
論
語
諸
説
』
、
『
古
本
大

学
和
解
』
二
巻
、
『
小
学
註
』
二
巻
、
『
和
漢
文
会
録
』
二
巻

『
和
学
訳
通
』
四
巻
、
『
性
論
発
端
私
解
』
、
『
師
友
明
鑑
』

二
巻
、
『
称
呼
辮
正
』
二
巻
、
『
称
呼
辮
正
後
篇
』
二
巻
、
『
称

呼
辮
正
対
問
』
一
巻
、
『
俗
語
録
』
一
巻
、
『
俗
語
釈
義
』
ニ

ママ

巻
、
『
語
録
字
義
』
一
巻
、
『
語
録
釈
義
』
二
巻
、
『
八
陣
幾

要
』
十
巻
、
『
八
陣
細
説
』
十
巻
、
『
八
陣
図
説
』
、
『
雄
鑑

抄
聞
録
』
三
巻
、
『
祭
祀
来
格
説
講
義
』
、
『
敬
斎
簸
筆
記
』
、

『
復
姓
実
録
』
、
『
天
爵
録
』
、
『
括
嚢
雑
抄
』
四
巻
、
『
括

ママ

嚢
遺
筆
』
二
巻
、
『
書
置
』
一
冊
。
た
だ
し
、
『
和
漢
文
会
録
』

は
、
希
斎
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
問
答
の
記
録
で
あ
り
、
お
そ
ら

(92) 
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＜ ヽ

（二） ゜

『
和
韓
文
会
録
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

『
語
録
訳
義
』
の
テ
キ
ス
ト

『
語
録
訳
義
』
は
、
未
刊
の
書
で
あ
る
が
、
紗
本
の
か
た
ち

で
広
く
流
布
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
長
沢
規
矩
也
編
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
一
七
集
（
昭

和
四
九
年
・
汲
古
書
院
）
に
、
「
俗
語
訳
義
」
の
名
で
、
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
一
七
集
所
収
の
『
語

録
訳
義
』
は
、
そ
の
序
・
凡
例
お
よ
び
外
題
に
は
「
語
録
訳
義
」

と
あ
る
が
、
内
題
に
は
「
俗
語
訳
義
」
と
あ
り
、
『
唐
話
辞
書

類
集
』
は
こ
の
内
題
を
採
っ
て
書
名
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
二
集
（
昭
和
四
七
年
）
に
は
、

千
手
旭
山
（
安
政
六
年
ー
昭
和
四
年
、
一
八
五
九
ー
一
九
二
九
）

の
手
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
『
語
録
訳
義
』
も
収
め
ら
れ
て
い

る
（
注
3
)
。
旭
山
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
『
語
録
訳
義
』
に

つ
い
て
、
長
沢
規
矩
也
の
「
解
説
」
（
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第

二
集
所
収
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
（
以
下
、
「
解
説
」
と

記
す
の
は
、
す
べ
て
『
唐
話
辞
書
類
集
』
の
各
本
冒
頭
の
長
沢

規
矩
也
の
解
説
を
指
す
。
）
な
お
、
「
興
成
」
と
は
、
千
手
旭

山
の
名
で
あ
る
。

留
守
友
信
撰
、
千
手
興
成
補
。
留
守
友
信
の
同
書
を
増
補

し
た
書
の
一
種
で
、
原
本
に
比
す
れ
ば
、
原
項
目
に
増
補

し
た
り
、
新
項
目
を
設
け
た
り
し
て
、
語
彙
は
殆
ど
旧
に

倍
し
て
ゐ
る
。

お
そ
ら
く
、
『
語
録
訳
義
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
、
『
唐

話
辞
書
類
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
、
現
在
、
も

っ
と
も
利
用
し
や
す
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
他
、
昭

和
三
三
年
に
、
九
州
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
室
か
ら
、
楠
本
正

継
の
家
蔵
本
を
底
本
と
し
て
油
印
で
出
版
さ
れ
た
『
増
補
語
録
的

，
 

訳
義
』
が
あ
る
。
同
書
は
、
旭
山
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
方
の

『
語
録
訳
義
』
を
底
本
と
し
て
い
る
（
注
4
)
。

次
に
、
「
語
録
訳
義
」
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
解

説
」
（
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
二
集
所
収
）
は
、
流
伝
本
の
中

に
、
「
俗
語
訳
義
」
、
あ
る
い
は
、
「
俗
語
釈
義
」
と
い
う
外

題
の
『
語
録
訳
義
』
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
鳥
居
論
考
は
、
現
存
す
る
伝
紗
本
は
、
多

゜

く
「
俗
語
訳
義
（
時
に
釈
義
）
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
初
名
は
お

そ
ら
く
「
語
録
訳
義
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
鳥
居
論
考
は
次
の
二
点
を
挙
げ
る
。
―
つ
は
、
撰
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者
で
あ
る
希
斎
の
「
凡
例
」
に
、
『
語
録
訳
義
』
が
の

語
録
•
野
史
・
方
言
・
但
語
の
類
」
の
解
説
書
で
あ
る
と
明
記

し
て
い
る
点
、
も
う
―
つ
は
、
山
宮
雪
楼
の
『
語
録
訳
義
』
の

序
文
の
中
に
、
同
書
を
「
語
録
訳
義
」
と
称
し
て
い
る
点
、
こ
の

二
点
で
あ
る
。
本
稿
は
、
以
下
、
そ
の
初
名
を
採
っ
て
、
「
語

録
訳
義
」
の
名
で
統
一
す
る
。
な
お
、
鳥
居
論
考
は
、
『
近
世

漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
前
出
）
が
希
斎
の
撰
述
と
し
て

挙
げ
る
『
俗
語
録
』
お
よ
び
『
語
録
字
義
』
に
つ
い
て
、
そ
の

存
否
は
未
詳
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
異
名
の
同
書
で
は
な
い
か

と
述
べ
る
（
注
5
)
。

さ
て
、
本
稿
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』

第
二
集
所
収
の
旭
山
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
『
語
録
訳
義
』
を

用
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
書
は
旭
山
の
校
訂
を
経
て
い
る
分
、

文
字
の
誤
り
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
旭
山
の
序
文
に
も
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

伝
写
の
久
し
け
れ
ば
、
魯
魚
術
脱
頗
る
多
し
。
余
間
ま

嘗
て
之
れ
を
校
正
し
、
且
つ
其
の
遺
漏
を
補
い
以
て
初
学

に
授
く
。
庶
わ
く
は
、
初
学
の
文
に
臨
み
其
の
義
を
索

む
る
と
き
、
則
ち
理
義
を
求
む
る
の
一
助
た
ら
ん
こ
と
を
。

な
お
、
旭
山
が
新
に
採
録
し
た
語
彙
は
、
す
べ
て
各
画
数
ご

と
に
、
と
し
て
一
ま
と
め
に
、
希
斎
の
採
録
語
彙
の
後

に
付
け
加
え
注
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
旭
山
は
、
原
著
『
語
録

訳
義
』
の
採
録
語
彙
に
も
注
解
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
補
注
は
、

各
語
ご
と
に
、
希
斎
の
注
解
の
後
に
「
興
成
云
え
ら
く
」
、

ま
た
は
、
「
興
成
按
ず
る
に
」
と
し
て
付
記
し
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
旭
山
の
補
注
の
中
に
は
、
按
語
の
な
い
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
が
希
斎
の
注
解
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
旭
山
も
、
希
斎
と
同
じ
闇
斎
学
派
の
流
れ
を
汲
む

人
物
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
同
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い

る
こ
と
で
、
か
り
に
、
希
斎
の
注
解
と
旭
山
の
注
解
と
を
混
同
）4
 ，
 

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
闇
斎
学
派
の
俗
語
研
究
の
あ
（

り
方
を
知
る
上
で
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
注
6
)
。

ま
た
、
前
出
の
「
解
説
」
に
も
、
こ
の
旭
山
に
よ
っ
て
増
補

さ
れ
た
『
語
録
訳
義
』
は
、
「
と
に
か
く
、
未
刊
の
同
類
の
書

中
で
は
、
流
布
が
最
も
弘
い
」
と
あ
る
。
岡
田
武
彦
「
朱
子
語

類
の
成
立
と
そ
の
版
本
」
（
『
朱
子
語
類
大
全
』
所
収
・
一
九

七
三
・
中
文
出
版
社
）
も
、
『
朱
子
語
類
』
の
俗
語
解
説
書
の

―
つ
と
し
て
、
旭
山
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
『
語
録
訳
義
』
を

挙
げ
、
そ
れ
を
評
し
て
「
朱
子
語
類
の
俗
語
解
説
の
専
書
と
し

て
は
最
も
便
利
な
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
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以
下
、
本
稿
が
『
語
録
訳
義
』
と
し
て
引
用
す
る
も
の
は
、
す

べ
て
、
旭
山
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第

二
集
所
収
の
『
語
録
訳
義
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

た
だ
し
、
先
の
旭
山
の
序
文
は
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
二

集
所
収
の
『
語
録
訳
義
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
本
稿
は
、
油
印
本

『
増
補
語
録
訳
義
』
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。
因
み

に
、
『
陽
明
学
体
系
』
付
録
「
陽
明
学
体
系
月
報
」
（
第
七
号

ー
第
一
三
号
・
昭
和
四
七
ー
昭
和
四
九
年
・
明
徳
出
版
社
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
宋
明
俗
語
略
解
」
は
、
こ
の
油
印
本
『
増

補
語
録
訳
義
』
を
底
本
と
し
て
い
る
。

（三）

山
宮
雪
楼
の
『
語
録
訳
義
』
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
〔
語
録
〕
訳
義
』
の
書
を
為
す
や
、
凡
そ
語
録
の
語
の

通
暁
し
難
き
所
の
者
、
櫛
比
し
て
緩
分
す
。
訓
解
燦
然

と
し
て
遺
漏
有
る
靡
し
。
其
れ
後
学
に
便
な
る
こ
と
大
と

謂
う
べ
し
。
世
の
聖
経
を
読
む
者
、
宋
朝
の
先
賢
の
語
録

を
読
む
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
平
素
教
導
の
密
を
窺
う

こ
と
能
わ
ず
。
而
れ
ど
も
語
録
は
之
れ
俗
語
多
く
、
読
者

『
語
録
訳
義
』
の
参
考
書
目

往
々
に
し
て
其
の
通
じ
難
き
に
苦
し
む
。
今
や
此
の
書
有

り
て
斯
の
患
い
無
し
。
何
ぞ
其
れ
幸
い
な
ら
ん
！

要
す
る
に
、
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
語

録
を
読
解
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
手
引
書
で
あ
り
、

特
に
、
語
録
中
の
俗
語
表
現
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
語
録
訳
義
』
の
希
斎
の
「
凡
例
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

漢
土
の
語
録
・
野
史
・
方
言
・
但
語
の
類
、
解
し
難
き
は
、

字
義
転
換
し
て
字
書
の
正
註
に
異
な
れ
ば
な
り
。
故
に
当

に
旬
読
上
に
就
き
て
其
の
意
義
を
暁
る
べ
し
。
今
、
撰
編

す
る
所
の
者
は
、
熟
字
の
連
用
す
る
者
を
抄
出
し
、
而
し

つ

づ

し

よ

う

し

よ

て
国
字
を
用
て
其
の
下
に
贅
り
、
其
の
他
、
象
晋
（
通
訳

官
）
の
説
を
撮
拾
し
て
以
て
此
れ
に
増
補
す
る
も
の
な
り
。

さ
て
、
『
語
録
訳
義
』
の
特
徴
と
し
て
、
他
書
か
ら
の
引
用
が

非
常
に
多
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鳥
居
論
考
に
よ
る
と
、
同
書
の

引
用
書
は
百
種
を
越
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
用
は
、
鳥
居

論
考
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
〈
注
解
の
た
め
の
も
の
〉
と
〈
出

典
と
し
て
引
か
れ
る
も
の
〉
と
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
〈
注
解

の
た
め
の
引
用
書
〉
に
は
、
漢
籍
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
編

纂
さ
れ
た
、
他
の
語
録
読
解
の
手
引
書
や
唐
話
の
入
門
書
と
い

っ
た
和
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

(95) 
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し
か
も
、
そ
れ
は
単
な
る
引
用
に
止
ま
ら
ず
、
希
斎
は
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
先
人
の
説
を
訂
正
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
説

を
述
べ
る
際
に
は
、
必
ず
「
友
信
按
ず
る
に
」
と
初
め
に
明

記
し
て
い
る
。
な
お
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
漢
文
の
箇
所
と
漢

字
仮
名
交
じ
り
文
の
箇
所
と
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
記

は
不
統
一
で
は
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
諸
解
説

を
多
く
集
め
て
い
る
と
い
う
本
書
の
性
格
上
、
止
む
を
得
な
い

こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
主
に
ど
の
よ
う
な
書
物
を
利
用

し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
凡
例
」
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。

引
く
所
の
諸
も
ろ
の
書
題
長
き
を
厭
い
‘
線
に
一
、
二
字

を
記
す
の
み
。
「
解
」
字
と
書
く
は
、
『
語
録
解
義
』
な
り
。

「
要
」
字
と
書
く
は
、
『
唐
話
纂
要
』
な
り
。
「
便
」
字

と
書
く
は
『
字
海
便
覧
』
な
り
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
語
録
訳
義
』
の
最
も
多
く
利
用
し
た
書

物
は
、
岡
島
冠
山
の
『
唐
話
纂
要
』
（
享
保
元
年
刊
•
一
七
一

六
）
、
同
じ
く
冠
山
の
『
字
海
便
覧
』
（
享
保
十
年
刊
•
一
七

二
五
）
、
そ
し
て
『
語
録
解
義
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以

下
、
『
語
録
訳
義
』
が
基
礎
と
し
た
、
こ
の
三
書
に
つ
い
て
述

①
 

べ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
語
録
訳
義
』
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
三

書
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
語
録
訳
義
』

の
編
集
方
針
、
ひ
い
て
は
そ
の
独
自
性
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
（
注
7
)
。

ま
た
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
先
学
と
し
て
、
浅
見
絹
斎
•
井

沢
涸
園
・
岡
島
冠
山
・
荻
生
狙
練
•
古
賀
精
里
・
沢
田
希
・
沢

田
常
省
•
三
宅
尚
斎
•
梁
田
蜆
巌
•
山
崎
闇
斎
の
名
を
挙
げ
て
、

そ
の
言
説
を
引
用
し
て
い
る
。

『
唐
話
纂
要
』

『
唐
話
纂
要
』
は
、
享
保
元
年
(
-
七
一
六
）
刊
•
同
三

年
（
一
七
一
八
）
増
補
本
が
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
の
第
六
集

（
昭
和
四
七
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
解
説
」
（
『
唐

話
辞
書
類
集
』
第
六
集
所
収
）
に
言
う
。

当
時
最
も
流
行
し
た
唐
話
の
教
科
書
で
、
巻
一
か
ら
巻
三

の
前
半
ま
で
は
、
二
字
至
六
字
の
語
旬
に
、
江
南
音
を
芳

注
し
、
和
訳
を
下
に
加
へ
、
巻
三
後
半
に
は
常
言
（
通
行

の
格
言
）
を
録
し
、
巻
四
は
会
話
の
発
音
及
び
訳
文
、
そ

の
本
文
の
体
裁
は
明
治
の
急
就
篇
の
先
駆
と
も
い
ふ
べ
き

も
の
で
あ
る
。

(96) 
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つ
ま
り
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、
熟
語
あ
る
い
は
慣
用
句
の
字

数
順
に
、
「
二
字
話
」
「
三
字
話
」
「
四
字
話
」
と
い
う
章
立

て
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
辞
書
類
の
検

索
方
法
に
お
け
る
‘
―
つ
の
典
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
『
唐
話
纂
要
』
に
お
い
て
注
解
さ
れ
る
各
語
は
、
一
見
、

何
の
規
則
性
も
な
く
た
だ
た
だ
列
挙
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、
お
よ
そ
検
索

に
便
利
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
実
は
、
こ
の
よ
う

な
〈
章
立
て
〉
お
よ
び
〈
各
語
の
配
列
〉
は
、
『
唐
話
纂
要
』

の
編
纂
目
的
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

ま
ず
、
学
習
者
は
二
字
か
ら
始
め
、
二
字
か
ら
三
字
へ
、
三

字
か
ら
四
字
へ
と
、
短
い
フ
レ
ー
ズ
か
ら
徐
々
に
長
い
フ
レ
ー

ズ
ヘ
と
、
傍
注
に
基
づ
い
て
発
音
練
習
を
繰
り
返
し
、
暗
唱
す

る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
「
常
言
」
か
ら
「
長
短
話
」
と

い
う
完
全
な
文
を
話
す
こ
と
が
で
き
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

す
。
つ
ま
り
、
「
二
字
話
」
「
三
字
話
」
と
い
う
分
類
は
、
検

索
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

『
唐
話
纂
要
』
は
、
あ
く
ま
で
も
順
序
立
て
て
前
か
ら
学
ん
で

ゆ
く
〈
教
科
書
〉
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
〈
辞
書
〉

の
よ
う
に
、
検
索
の
便
を
図
る
必
要
性
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

『
唐
話
纂
要
』
は
、
意
味
内
容
の
近
い
、
あ

し
か
も
、
各
章
に
列
挙
さ
れ
た
各
語
は
、
そ
の
前
後
の
語
と

互
い
に
全
く
の
無
関
係
で
は
な
く
、
何
等
か
の
共
通
す
る
概
念

を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
唐
話
纂
要
』
「
二
字
話
」
の

冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
平
•
享
福
・
快
楽
・
快
活
・
爽
快
•
興
趣
•
有
趣
・
娯

楽
・
興
旺
・
興
頭
•
興
昌
•
吉
兆
•
吉
祥
•
吉
瑞
•
吉
凶

•
利
市
・
発
財
・
造
化
・
高
興
・
爽
利
・
如
志
・
如
意
・

歓
喜
•
中
意
・
中
用
•
安
当
•
安
穏
•
安
泰
・
穏
当
•
安

楽
・
頑
要
・
要
子
・
滸
頑

以
上
の
よ
う
な
〈
よ
ろ
こ
び
ご
と
〉
に
関
す
る
言
葉
が
終
わ
る

と
、
そ
の
後
に
は
次
の
よ
う
な
〈
も
て
な
し
〉
に
関
す
る
言
葉

が
続
く
。喫

飯
・
喫
畑
・
請
飯
・
用
茶
・
喫
酒
・
把
盛
・
請
酒
・
瀧

酒
・
掘
酒
・
温
酒
・
泡
茶
・
煎
茶
・
赴
筵
・
豊
筵

そ
し
て
、
こ
の
後
に
は
、
さ
ら
に
〈
も
て
な
し
の
言
葉
や
動
作
〉

に
関
す
る
言
葉
が
続
く
。

請
客
・
招
客
・
遂
客
・
請
坐
・
請
上
・
上
来
•
上
坐
•
平

坐
・
寛
坐
•
端
坐
・
請
寛
・
脆
坐
•
閑
坐
．
坐
下
・
咲
話

(97) 
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る
い
は
前
の
言
葉
か
ら
次
の
言
葉
が
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
言
葉

を
一
ま
と
め
に
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
『
唐

話
纂
要
』
は
、
あ
る
一
定
の
状
況
で
必
要
と
さ
れ
る
語
を
想
定

し
、
そ
れ
ら
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
唐
話
の
実
践

に
根
ざ
し
、
か
つ
、
教
育
的
配
慮
に
富
ん
だ
〈
教
科
書
〉
な
の

で
あ
る
。
中
に
は
、
結
果
的
に
同
じ
頭
字
を
も
つ
語
が
並
ぶ
な

ど
、
た
ま
た
ま
、
〈
辞
書
〉
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
て
い
る
箇

所
も
あ
る
。
だ
が
、
構
文
と
い
っ
た
意
識
は
薄
く
、
そ
の
主
眼
は
、

や
は
り
、
会
話
の
〈
場
〉
に
あ
る
と
言
え
る
。
安
藤
彦
太
郎
『
中

国
語
と
近
代
日
本
』
(
-
九
八
八
•
岩
波
新
書
）
は
、
『
唐
話

纂
要
』
を
「
明
治
以
前
に
出
た
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
問
答
体

の
教
科
書
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
問
答
体
」
と

は
、
各
語
が
〈
問
い
か
け
〉
と
〈
そ
の
答
え
〉
と
を
繰
り
返
す

配
列
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
各
語
が
会
話
体

で
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
次
に
、
そ
の
注
解
方
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。

(
1
)
見
出
し
語
を
挙
げ
て
、
傍
ら
に
、
そ
の
漠
字
の
中
国
語

の
発
音
を
片
仮
名
で
付
す
。
（
た
だ
し
、
体
系
的
な
中

国
音
の
表
記
方
法
が
な
い
当
時
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、

そ
の
中
国
音
に
基
づ
い
て
各
語
を
分
類
し
、
発
音
の
相

違
を
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
）

(
2
)
見
出
し
語
の
下
に
、
片
仮
名
で
和
訳
を
記
す
。

(
3
)
「
長
」
「
好
」
「
中
」
「
行
」
の
よ
う
に
、
意
味
の
違

い
に
よ
っ
て
、
中
国
語
の
発
音
の
変
わ
る
字
に
つ
い
て

は
、
圏
点
を
付
す
。

(
4
)
長
い
熟
語
（
あ
る
い
は
慣
用
旬
）
に
は
、
そ
の
傍
ら
に

訓
点
を
付
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
語
に
中
国
音
を
振
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

唐
話
纂
要
』
が
、
ま
さ
に
、
唐
話
を
〈
話
す
こ
と
（
発
音
す

る
こ
と
）
〉
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
（
注
8
)
。
そ

し
て
、
各
語
の
傍
ら
に
訓
点
を
振
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
話

を
〈
訓
読
に
よ
っ
て
理
解
し
た
い
〉
と
い
う
需
要
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
た
と
え
ば
、
「
方
継
走
去
了
」
を
「
今
ガ
タ
。

行
□
夕
」
と
訳
し
、
原
文
に
訓
点
を
振
り
、
「
方
に
線
に
走
り

去
り
了
る
」
と
訓
読
し
て
い
る
。
他
に
も
、
「
急
生
他
還
不
来
」

を
「
何
ト
シ
テ
。
彼
ハ
マ
ダ
来
ラ
ヌ
ゾ
」
と
訳
し
、
「
侶
生
ぞ

他
還
て
来
ざ
る
や
」
と
訓
読
し
、
「
差
不
多
些
好
」
を
「
大
方

ナ
ラ
心
ヨ
ヒ
」
と
訳
し
、
「
差
不
多
些
に
し
て
好
し
」
と
訓
読

し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
訓
読
で
は
、
各
旬
の
本
来
の

意
味
は
ま
ず
取
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
に
比
べ
て
、
そ
の
和
訳
は
、
訓
読
調
の
逐
語
訳
的
な
も

の
で
は
な
く
、
お
お
ま
か
で
は
あ
る
が
、
わ
か
り
や
す
い
和
訳

で
あ
る
。
ま
た
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、
解
説
と
し
て
、
こ
の
非

常
に
簡
潔
な
和
訳
を
付
す
の
み
で
、
旬
中
の
一
字
一
字
に
つ
い

て
分
け
て
解
説
し
て
い
な
い
。
な
お
、
『
唐
話
纂
要
』
の
和
訳

の
み
を
記
す
注
解
方
式
は
、
け
っ
し
て
〈
安
易
な
も
の
〉
と
称

す
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
〈
唐
話
の
習
得
〉
と
い
う
こ

と
を
目
指
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
注
解
方
式
を
採
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
学
習
者

に
各
語
あ
る
い
は
各
旬
を
、
一
ま
と
ま
り
の
〈
熟
語
〉
あ
る
い

は
〈
慣
用
旬
〉
と
し
て
理
解
さ
せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
各
語
は
、
一
言
一
旬
す
べ
て
実
用
に
適
し
た
形
、
す

な
わ
ち
生
き
た
言
葉
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
『
唐
話
纂
要
』
に
は
、
他
書
に
は
見
ら
れ
る
「
一

字
話
」
の
章
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ば
「
了
」
や
「
得
」

な
ど
の
一
字
の
用
法
を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
一
字
だ
け
で
は
、

実
際
の
会
話
の
中
で
、
何
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、
そ
れ
よ
り
も
「
完
了
（
シ

マ

マ

マ

マ

マ
シ
タ
）
」
「
解
得
来
（
カ
テ
ン
カ
イ
タ
）
」
と
い
う
語
を
覚

え
る
こ
と
の
方
に
意
味
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

②
 

こ
と
か
ら
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、
唐
話
を
習
得
す
る
に
当
た
っ

て
、
決
し
て
文
法
的
理
解
か
ら
入
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
分
か

る
（
注
9
)
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
唐
話
を
解
説
す
る
際
の
、

『
唐
話
纂
要
』
の
―
つ
の
見
識
な
の
で
あ
る
。

『
字
海
便
覧
』

『
字
海
便
覧
』
(
-
名
、
『
経
学
字
海
便
覧
』
）
は
、
享
保
一

0
年
(
-
七
二
五
）
刊
本
が
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
一
四
集

（
昭
和
四
八
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
解
説
」
（
『
唐

話
辞
書
類
集
』
第
一
四
集
所
収
）
に
言
う
。

朱
子
語
類
中
の
四
書
五
経
部
分
の
俗
語
を
摘
録
解
釈
し
た

も
の
。
原
題
箋
（
底
本
第
七
冊
の
み
存
）
に
は
「
経
学
」

の
二
字
の
角
書
が
あ
る
。

ま
ず
、
『
字
海
便
覧
』
の
章
立
て
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
そ

れ
は
、
「
理
気
」
「
鬼
神
」
「
性
理
」
「
学
」
「
大
学
」
「
論

語
」
「
孟
子
」
「
中
庸
」
…
…
「
本
朝
」
「
歴
代
」
と
い
う
、

『
朱
子
語
類
』
の
章
立
て
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

適
宜
、
問
題
と
な
る
俗
語
を
摘
出
し
、
注
解
を
施
し
て
い
る
。

「
解
説
」
は
、
た
だ
『
朱
子
語
類
』
の
「
四
書
五
経
部
分
」
の

み
に
注
解
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
述
べ
る
が
、
実
際
は
、
『
字
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海
便
覧
』
の
注
解
は
、
『
朱
子
語
類
』
の
全
巻
に
及
ん
で
い
る
。

も
っ
と
も
、
量
的
に
は
、
四
書
に
関
す
る
部
分
が
全
体
の
六
割

以
上
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
他
、
『
朱
子
語
類
』
の

四
書
に
至
る
ま
で
の
部
分
、
五
経
に
関
す
る
部
分
、
五
経
か
ら

最
終
章
ま
で
の
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ
約
一
割
強
ず
つ
を
占
め
て

い
る
。要

す
る
に
、
『
字
海
便
覧
』
に
お
い
て
注
解
さ
れ
て
い
る
各

語
は
、
章
ご
と
に
、
『
朱
子
語
類
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
順

に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
『
唐
話
纂
要
』
同
様
、
検

索
が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
各
章
ご
と
に
最
初
か
ら
順
を
追
っ

て
捜
す
し
か
方
法
は
な
い
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
『
朱
子
語
類
』

と
い
う
特
定
の
書
物
を
前
か
ら
順
に
読
み
進
め
る
こ
と
を
、
そ

の
編
纂
目
的
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
『
字

海
便
覧
』
は
、
『
朱
子
語
類
』
を
読
解
す
る
た
め
の
〈
参
考
書
〉

あ
る
い
は
〈
注
釈
書
〉
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
そ
の
注
解
方
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。

(
1
)
一
字
か
ら
五
十
字
に
及
ぶ
見
出
し
字
を
掲
げ
る
。

(
2
)
三
字
以
上
の
見
出
し
字
に
は
、
訓
点
を
施
す
。
た
だ
し
、

一
字
あ
る
い
は
二
字
の
も
の
で
も
、
解
説
に
、
「
…
…
ト

読
ム
」
な
ど
と
、
訓
読
の
仕
方
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。

(
3
)
見
出
し
語
の
下
に
、
和
訳
を
中
心
と
す
る
〈
解
説
〉
を

施
す
。

こ
の
〈
解
説
〉
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ま
ず
、

全
旬
の
和
訳
を
示
す
。
次
に
、
熟
語
ご
と
、
あ
る
い
は
一
文
字
ず

つ
、
小
分
け
に
し
て
和
訳
や
訓
読
の
仕
方
を
示
す
。
そ
の
後
、
同

義
語
・
類
義
語
・
反
義
語
や
用
例
を
挙
げ
る
な
ど
、
懇
切
丁
寧

に
説
明
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
〈
用
例
〉
と
は
、
〈
典

拠
〉
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
冠
山
が
考
案
で
あ
ろ
う
〈
例
文
〉

の
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、
「
去
声
二
読
ム
ナ
リ
」
な
ど
と
声
調

を
示
す
も
の
や
、
「
差
ハ
音
銀
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
」
な
ど
と
音
を

示
す
も
の
も
あ
る
。
中
で
も
興
味
深
い
も
の
は
、
和
刻
本
『
朱

子
語
類
』
に
お
け
る
、
鵜
飼
石
斎
（
元
和
元
年
ー
寛
文
四
年
、

一
六
一
五
ー
一
六
六
四
）
お
よ
び
安
井
真
祐
（
元
禄
年
間
の
人
）

の
訓
点
を
「
古
点
」
と
称
し
て
、
時
に
、
「
此
ノ
旬
古
点
二

ハ
差
ヒ
ア
リ
」
と
述
べ
て
、
そ
の
訓
点
を
改
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
々
、
別
稿
に
て
発
表

す
る
予
定
で
あ
る
。
い
ま
、
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

悶
I
釦
g
捲
I
見
去
レ
ト
ハ
。
ヒ
タ
ス
ラ
。
マ
ク
リ
タ
テ
ヽ
ユ

コ

レ

コ

ト

バ

ケ
ト
。
云
フ
コ
ト
ナ
リ
。
是
ハ
戦
ヒ
ノ
詞
ナ
リ
。
只
認
ハ
゜
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只
管
。
只
顧
。
只
情
卜
同
フ
シ
テ
。
ヒ
タ
ス
ラ
ト
訓
ス
ル

ナ
リ
。
古
点
ニ
ハ
。
差
ヒ
ア
リ
テ
。
義
理
通
ゼ
ズ
。

な
お
、
こ
の
解
説
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
各
語
に

つ
い
て
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
解
説
が
す
べ
て
施
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
因
み
に
、
「
古
点
」
に
従
え
ば
、
こ
こ
は
、

「
只
だ
認
捲
し
将
ち
去
れ
」
と
い
う
訓
読
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
字
海
便
覧
』
の
解
説
が
非
常
に
逐
語

訳
的
で
あ
り
、
厳
密
な
訓
読
法
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
つ
ま
り
、
『
字
海
便
覧
』
は
、
〈
『
朱
子
語
類
』
を
読
解

す
る
た
め
の
参
考
書
〉
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
朱
子
語
類
』
を

始
め
と
す
る
〈
語
録
の
類
を
訓
読
す
る
た
め
の
手
引
書
〉
で
も

あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
も
そ
も
、
冠
山
は
、

荻
生
狙
練
と
と
も
に
訳
社
を
開
き
、
〈
訓
読
〉
で
は
な
く
、
中

国
音
に
よ
る
〈
直
読
〉
を
中
心
と
す
る
理
解
を
推
進
し
た
一
派

と
し
て
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
の
『
唐
話
纂
要
』
に
お
い

て
も
、
こ
の
『
字
海
便
覧
』
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
、
〈
訓

読
〉
と
い
う
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
論
じ

る
前
に
、
ま
ず
、
冠
山
の
経
歴
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
述
べ

る
（
注
10)
。

冠
山
は
、
か
つ
て
、
長
崎
の
一
通
事
の
職
に
あ
っ
た
。
『
唐

話
纂
要
』
の
林
崇
節
な
る
人
物
の
序
文
か
ら
、
当
時
の
通
事
に

対
す
る
お
お
よ
そ
の
評
価
が
窺
わ
れ
る
。
序
文
に
次
の
よ
う
に

言
う
。

然
り
而
う
し
て
通
事
の
職
未
だ
以
て
貴
し
と
為
す
に
足

ら
ず
。
故
に
間
ま
英
雄
の
士
、
其
の
職
に
補
せ
ら
る
を
肯

ん
ぜ
ざ
る
者
有
り
。
亦
た
宜
べ
な
ら
ず
や
。
絃
に
岡
蔦
玉

成
子
な
る
者
有
り
。
華
の
音
と
語
と
に
精
通
す
。
一
た
び

口
を
開
け
ば
、
則
ち
鉾
々
然
と
し
て
金
玉
の
声
を
成
し
、

―
た
び
筆
を
下
せ
ば
、
則
ち
綿
々
乎
と
し
て
錦
繍
の
旬
を

聯
ぬ
。
乃
ち
是
れ
を
以
て
当
世
に
鳴
り
、
嚇
々
と
し
て
人

の
耳
目
を
驚
か
せ
、
郁
々
と
し
て
芳
を
遠
近
に
流
す
者
な

り
。
絃
に
年
有
り
。
然
れ
ど
も
通
事
の
職
に
補
せ
ず
し
て
、

江
湖
に
遊
ぶ
は
、
無
乃
ろ
其
の
職
の
貴
と
か
ら
ざ
る
を
憎

嫌
せ
ん
か
。
嗚
呼
、
英
雄
の
志
、
必
ず
当
に
是
く
の
若
く

な
る
べ
き
の
み
。

ま
た
、
『
先
哲
叢
談
後
編
』
巻
三
に
は
、
冠
山
は
、
通
事
の

職
が
賤
職
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
職
を
辞
し
た
と
あ
る
。

冠
山
始
め
訳
士
を
以
て
萩
侯
に
仕
え
、
其
の
月
俸
を
受

け
ど
、
自
ら
賤
職
為
る
こ
と
を
態
て
、
辞
し
て
家
居
す
。

(101) 
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専
ら
性
理
之
学
を
修
め
、
独
り
此
を
以
て
西
海
に
嗚
る
。

こ
の
『
先
哲
叢
談
後
編
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
、

冠
山
は
少
な
か
ら
ず
宋
学
に
通
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

『
先
哲
叢
談
後
編
』
巻
三
や
、
『
狙
練
集
』
巻
一
八
「
訳
社
約
」

（
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
三
巻
所
収
・
昭
和
六
0
年
・
ペ

り
か
ん
社
）
に
は
、
冠
山
が
、
国
子
博
士
林
鳳
岡
（
正
保
元
年

—
享
保
一
七
、
一
六
四
四
ー
一
七
三
二
）
の
弟
子
員
に
加
え
ら

れ
て
い
た
と
い
う
記
事
も
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
冠
山
は
、

鳳
岡
の
も
と
で
、
か
な
り
本
格
的
に
宋
学
を
学
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
膳
話
纂
要
』
の
垣
内
東
泉
（
延
宝
八
年

ー
享
保
一
七
年
、
一
六
八
0
ー
一
七
三
二
）
に
よ
る
賊
文
に
も

次
の
よ
う
に
あ
る
。

わ
か

玉
成
岡
鴬
君
は
、
世
々
長
崎
に
家
す
。
少
き
よ
り
華
客
に

交
わ
り
て
其
の
語
に
習
熟
す
。
凡
そ
四
書
•
六
経
よ
り
以

て
諸
子
百
家
・
稗
官
小
説
の
類
に
及
ぶ
ま
で
、
其
の
声
音

の
正
と
、
詞
百
の
繁
と
、
頗
る
其
の
閥
奥
を
究
む
。

な
る
ほ
ど
、
冠
山
は
『
日
本
諸
家
人
物
誌
』
に
「
儒
者
」
と

し
て
記
さ
れ
、
『
儒
林
姓
名
録
』
や
『
漢
学
名
家
録
』
に
も
、

そ
の
名
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冠
山
の
当
時
に
お
け

る
位
置
付
け
は
、
た
し
か
に
「
儒
者
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
講
義
内
容
か
ら
み
て
、
い
わ
ゆ
る
儒
者
と
は
異
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
『
先
哲
叢
談
後
編
』
巻
三
に
言
う
。

冠
山
経
史
を
講
説
し
、
生
徒
に
誨
督
す
る
こ
と
、
其
の

為
す
所
世
儒
に
大
に
異
な
り
。
世
の
儒
者
必
ず
仁
義

道
徳
治
乱
興
廃
を
以
て
す
。
孵
論
鄭
重
、
間
ま
煩
冗
に
渉

る
。
欠
伸
を
生
ぜ
ざ
る
者
少
な
し
。
冠
山
専
ら
時
世

目
撃
の
事
実
を
言
う
。

こ
の
よ
う
に
現
代
に
大
き
な
関
心
を
も
つ
冠
山
の
興
味
は
、

当
然
、
当
時
の
現
代
語
の
語
学
的
な
方
面
、
す
な
わ
ち
唐
話
そ

の
も
の
に
向
か
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
冠
山
の

撰
述
を
見
て
も
、
そ
の
大
半
は
、
唐
話
に
関
す
る
も
の
と
文
学

に
関
す
る
も
の
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
近
世
日
本
俗
文
学
の
大

家
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
（
注
11)
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
比
べ
て
、
経
書
に
関
す
る
撰
述
と
し
て

は
、
『
近
世
漠
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、

わ
ず
か
に
『
字
海
便
覧
』
と
『
四
書
唐
音
辮
』
と
が
挙
げ
ら
る

の
み
で
あ
る
（
注
12)
。
し
か
し
、
『
四
書
唐
音
辮
』
は
、
石
崎

又
造
「
江
戸
に
於
け
る
支
那
語
学
の
流
行
」
（
前
出
『
近
世
に

於
け
る
支
那
俗
文
学
史
』
所
収
）
や
、
青
木
正
児
「
岡
島
冠
山

と
支
那
白
話
文
学
」
（
『
青
木
正
児
全
集
』
第
二
集
「
支
那
文

(102) 
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藝
論
藪
」
所
収
・
昭
和
四
五
年
・
春
秋
社
）
に
よ
れ
ば
、
朝
岡

春
睡
な
る
人
物
の
撰
述
で
あ
り
、
冠
山
は
そ
の
序
文
を
記
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
『
近
世
漢
学
者
伝
記
著
述
大
事
典
』

（
前
出
）
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
石
崎
論
考
に
は
、
冠
山
の
撰

述
と
し
て
、
『
唐
音
学
庸
』
が
、
実
物
の
写
真
を
挙
げ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
「
内
容
は
大
学
と
中
庸
に
夫
々

唐
音
を
附
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
同
書
に
は
、
ど
う
や
ら
唐
音

が
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
注
釈
は
記
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
冠
山
に
は
、
自
己
の
語

学
力
を
通
じ
て
、
朱
子
学
の
本
質
に
か
か
わ
る
よ
う
な
問
題
を

論
じ
る
撰
述
が
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
『
字
海

便
覧
』
こ
そ
が
、
冠
山
に
と
っ
て
の
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
経
学

研
究
の
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
柳
沢
洪
園
（
元
禄
一
六
年
ー
宝
暦
八
年
、

一
七
0
三
ー
一
七
五
八
）
の
『
独
寝
』
（
筆
者
未
見
）
に
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

岡
嶋
援
之
は
長
崎
に
て
は
、
長
左
衛
門
と
言
ひ
し
も
の
な

り
、
華
音
に
は
奇
な
る
生
ま
れ
な
り
。
服
部
元
喬
が
い
ふ

に
は
、
和
中
の
華
客
な
り
、
と
い
ひ
し
も
尤
な
り
、
学
オ

は
余
り
な
し
と
か
や
。

「
元
喬
」
と
は
、
荻
生
狙
彼
の
弟
子
の
服
部
南
郭
（
天
和
三

年
I
宝
暦
九
年
、
一
六
八
三
ー
一
七
五
九
）
の
名
で
あ
る
。
南

郭
に
よ
れ
ば
、
冠
山
は
「
学
オ
は
余
り
な
い
」
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
和
中
の
華
客
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冠

山
の
語
学
力
が
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
『
唐

話
纂
要
』
の
高
瀬
学
山
（
寛
文
八
年
I
寛
延
二
年
、
一
六
六
八

_
―
七
四
九
）
に
よ
る
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

独
り
我
が
友
、
玉
成
子
、
能
＜
苧
を
抜
く
者
か
。
玉
成
は

わ
か

崎
陽
の
人
な
り
。
少
く
し
て
大
志
を
発
し
、
長
じ
て
東
都
）3
 。

に
来
る
。
其
れ
口
を
開
き
て
唐
を
靡
じ
、
筆
を
揮
て
和
を

O

訳
す
や
、
恰
も
仙
人
の
戸
解
す
る
が
如
し
。
凡
骨
庸
胎
を

将
て
一
時
に
脱
換
し
て
、
独
り
其
の
衣
冠
の
み
を
餘
し
て

化
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
一
起
一
坐
、
一
咲
（
笑
う
こ
と
）

一
咳
、
唐
に
肖
ず
と
い
う
こ
と
無
し
。
嘗
て
崎
陽
に
在
り

て
諸
唐
人
と
相
い
衆
り
て
詞
論
す
。
其
の
調
戯
護
罵
、
彼

と
絲
髪
も
差
わ
ず
。
傍
観
の
者
、
惟
だ
衣
服
を
辮
じ
て
其

の
玉
成
な
る
こ
と
を
知
る
。
其
の
技
の
妙
、
大
率
ね
此
＜

の
如
し
。

ま
た
、
『
唐
話
纂
要
』
の
原
武
郷
子
な
る
人
物
の
跛
文
に
も
、
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次
の
よ
う
に
あ
る
。

予
が
友
玉
成
子
は
、
長
崎
の
人
な
り
。
幼
き
よ
り
唐
音

を
学
び
、
沈
潜
反
覆
す
る
こ
と
今
ま
で
三
十
年
。
其
の
語
、

（
力
）

其
の
音
、
四
声
を
宣
ぶ
る
こ
と
精
暢
た
り
。
人
の
能
＜
其

の
右
に
出
づ
る
者
無
し
。
長
崎
と
唐
国
と
を
差
ぶ
る
に
、

壊
地
相
い
接
す
。
往
来
甚
だ
多
し
。
玉
成
其
の
間

に
生
長
し
、
日
々
唐
人
と
臀
を
交
え
て
談
喚
す
。
特
り
其

の
口
の
唐
な
る
の
み
な
ら
ず
、
遂
に
一
身
を
し
て
変
ぜ
使

め
て
膳
為
り
。
其
の
行
く
や
、
唐
な
り
。
其
の
止
ま
る
や
、

唐
な
り
。
其
の
立
つ
や
、
唐
な
り
。
其
の
坐
る
や
、
唐
な

り
。
為
し
て
唐
な
ら
ざ
る
無
し
。

以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
冠
山
が
、
特
に
『
字
海
便
覧
』
に

お
い
て
、
訓
読
に
拘
る
の
は
、
そ
の
卓
越
し
た
語
学
力
に
加
え

て
、
日
本
の
儒
者
の
伝
統
で
あ
る
〈
訓
読
〉
の
能
力
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
、
い
わ
ゆ
る
儒
者
た
ち
に
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
『
字
海
便
覧
』
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
支
那
学
会
報
』

大
会
臨
時
号
（
昭
和
二
九
年
）
に
、
中
山
久
四
郎
「
経
学
字
海

便
覧
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
の
短
い
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記

録
に
、
「
此
一
書
の
外
「
語
録
箋
解
」
「
忠
義
水
滸
伝
解
」
な

ど
も
参
考
す
る
に
足
り
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
語
録

箋
解
」
に
関
し
て
は
、
『
織
田
文
庫
図
書
目
録
』
（
昭
和
一
六

年
・
無
窮
会
）
に
「
語
録
箋
解
、
附
素
読
一
助
、
貞
享
三
」
と

あ
る
が
、
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
書
を
実
見
し
て

い
な
い
た
め
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
『
語
録
訳
義
』
中
、
「
箋
解

云
」
と
あ
る
の
は
、
氏
の
言
う
と
こ
ろ
の
『
語
録
箋
解
』
で
あ

ろ
う
か
。

な
お
、
実
見
し
て
い
な
い
が
、
油
印
本
『
語
録
訳
義
』
と
同

様
に
、
楠
本
正
継
の
家
蔵
本
を
底
本
と
し
た
、
『
字
海
便
覧
』

が
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
か
ら
昭
和
三
一
年
に
油
印
で
出

版
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
岡
島
冠
山
の
『
唐
話
纂
要
』
お
よ
び
『
字
海
便

覧
』
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
留
守
希
斎
の
『
語

録
訳
義
』
が
基
礎
と
す
る
、
第
三
の
書
、
す
な
わ
ち
『
語
録
解

義
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

『
語
録
解
義
』
は
、
そ
の
書
名
か
ら
分
る
よ
う
に
、
こ
れ
も

語
録
を
読
解
す
る
た
め
の
手
引
書
で
あ
る
。
そ
の
注
解
は
、
す

べ
て
非
常
に
短
い
漢
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
『
唐
話
纂
要
』
や

③
 

『
語
録
解
義
』
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『
字
海
便
覧
』
の
よ
う
な
和
訳
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
的

に
は
、
注
解
が
あ
ま
り
に
も
短
い
た
め
、
特
に
こ
れ
と
言
っ
た

特
色
は
見
い
出
せ
な
い
。

鳥
居
論
考
に
よ
れ
ば
、
『
語
録
訳
義
』
中
、
『
字
海
便
覧
』

か
ら
の
引
用
回
数
は
、
計
九
十
九
回
で
あ
り
、
『
唐
話
纂
要
』

か
ら
の
引
用
回
数
は
、
計
五
十
五
回
で
あ
る
（
注
13)
。
こ
れ

に
対
し
て
、
『
語
録
解
義
』
か
ら
の
引
用
回
数
は
、
計
十
六
回

と
、
前
出
の
二
書
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
。

し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
語
録
訳
義
』
の
「
凡
例
」

に
そ
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
以
上
、
撰
者
で
あ
る
希
斎
が
、
こ

の
書
を
か
な
り
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
内
閣
文
庫
に
、
「
語
録
解
義
」
と
題
す
る
紗
本
が
二
本
、

蔵
有
さ
れ
て
い
る
。
『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
を
見
る
と

次
の
よ
う
に
あ
る
。
な
お
、
引
用
中
の
（
）
お
よ
び
〔
〕

は
、
原
文
の
マ
マ
で
あ
る
。

語
録
解
義
（
延
宝
六
年
敗
刊
本
）

林
信
勝
（
羅
山
）
写

〔
語
録
解
義
〕
語
録
辞
義
合
写

〔
林
信
勝
〕
（
語
）
山
崎
嘉
写

同
目
録
は
、
前
者
の
『
語
録
解
義
』
の
撰
者
と
し
て
、
た
だ

「
林
信
勝
（
羅
山
）
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
後

者
に
つ
い
て
は
、
撰
者
と
し
て
、
「
山
崎
嘉
」
（
嘉
は
、
闇
斎

の
名
）
と
記
す
も
の
の
、
そ
の
す
ぐ
上
に
〔
〕
付
で
、
羅
山

の
名
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
『
語
録
解
義
』
の
撰
者
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
を
踏
み
つ
つ
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
、
『
語
録
解
義
』
に
つ
い
て
は
、
近
藤
啓
吾
「
『
語
録

辞
義
』
の
発
見
」
（
『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
・
昭
和
六
一
年
・

神
道
史
学
会
）
に
詳
し
く
、
本
稿
が
行
な
っ
た
『
語
録
解
義
』

に
関
す
る
今
回
の
調
査
は
、
近
藤
論
考
と
一
部
、
重
複
し
て
い

る
。
し
か
し
、
あ
え
て
そ
の
内
容
を
繰
り
返
す
の
は
、
再
確
認

と
若
干
の
補
い
を
加
え
る
た
め
で
あ
る
。

さ
て
、
内
閣
文
庫
が
蔵
有
す
る
両
書
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
ず
、
羅
山
が
編
纂
し
た
と

さ
れ
る
『
語
録
解
義
』
（
以
下
、
羅
山
本
と
略
記
す
る
）
と
、

闇
斎
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
語
録
解
義
』
（
以
下
、
闇
斎
本

と
略
記
す
る
）
と
は
、
採
録
語
の
配
列
や
、
解
説
の
文
字
が
わ
ず

か
に
異
な
る
以
外
、
そ
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
内
閣
文
庫
が
蔵
有
す
る
二
本
の
『
語
録
解

義
』
は
、
同
一
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
同
一
の
書
な
の
で
あ
る
。

(105) 
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そ
し
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
〈
内
閣
文
庫
所
蔵
の
〉

を
、
〈
『
語
録
訳
義
』
に
引
か
れ
る
『
語
録
解
〉
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
記
述
は
、
こ
れ
も
ま
た
、
ほ
ぼ
完
全
に

一
致
し
た
。
つ
ま
り
、
〈
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
語
録
解
義
』
〉

は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
〈
『
語
録
訳
義
』
に
引
か
れ
る
『
語
録

解
義
』
〉
で
あ
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
羅
山
本
と
闇
斎
本
と
の
巻
末
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付

録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
羅
山
本
に
は
『
常
話
方
語
』
と
「
与
注

徳
夏
筆
語
・
与
朝
鮮
進
士
文
弘
績
筆
語
」
と
が
付
さ
れ
、
闇
斎

本
に
は
『
常
話
方
語
』
と
『
語
録
辞
義
』
と
が
付
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
両
者
は
い
ず
れ
も
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
両
者
に
共
通
す
る
『
常
話
方
語
』
は
、
『
語

録
解
義
』
同
様
、
両
者
の
間
に
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
ず
、

同
一
の
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
両
者
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
巻
末
の
付
録
、
す
な
わ
ち
、
「
与
江
徳
夏
筆
語
・
与
朝
鮮
進

士
文
弘
績
筆
語
」
と
『
語
録
辞
義
』
と
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
付
録
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、

ま
ず
、
『
常
話
方
語
』
は
、
こ
れ
も
宋
明
の
語
録
中
に
見
ら
れ

る
俗
語
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
注
解
方
式
は
、
初
め

に
見
出
し
字
を
挙
げ
、
そ
の
下
に
和
訳
を
記
し
て
い
る
。
『
語

べ
て
漠
文
で
解
説
を
施
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
』
は
、
「
理
会
合
点
ス
ル
ヲ
云
」
な
ど
と
、

漠
字
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
『
語
録
解
義
』
所
収
の
『
常
話
方

語
』
に
は
、
特
に
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
書

は
、
現
在
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
五
集
（
昭
和
四
六
年
）
に

収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
「
右
、
『
常
話
方
語
』
、
浅

見
先
生
ノ
雑
記
ヲ
以
写
ス
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
「
浅
見
先

生
」
と
は
、
閻
斎
の
弟
子
で
あ
る
浅
見
絹
斎
（
承
応
元
年
ー
正

徳
元
年
、
一
六
五
ニ
ー
一
七
―
-
）
で
あ
る
。
こ
の
識
語
か
ら
、
）nu 。

同
書
が
、
絹
斎
の
俗
語
に
関
す
る
記
事
を
、
そ
の
弟
子
が
集
め

O

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
（
注
14)
。

次
に
、
「
与
江
徳
夏
筆
語
」
と
「
与
朝
鮮
進
士
文
弘
績
筆
語
」

と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
与
注
徳
夏
筆
語
」
は
、
羅
山
と
注
徳
夏

な
る
人
物
と
の
唐
話
に
関
す
る
問
答
の
記
録
で
あ
る
（
注
15)
。

「
与
朝
鮮
進
士
文
弘
績
筆
語
」
は
、
文
字
ど
お
り
、
朝
鮮
の
進

士
で
あ
る
文
弘
績
（
号
は
、
白
眉
）
と
の
問
答
の
記
録
で
あ
る
。

そ
の
注
解
例
を
挙
げ
る
と
、
た
と
え
ば
、
『
語
録
解
義
』
所
収

の
「
与
注
徳
夏
筆
語
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
林
氏
曰
く
、
蝙
の
字
義
は
奈
何
。
注
日
く
、
蝙
は
害
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の
義
、
人
の
銀
を
借
り
て
公
心
（
法
律
や
約
束
を
守
る

良
識
）
を
以
て
こ
れ
を
還
す
を
せ
ざ
る
が
如
き
は
、
則
ち

馴
な
り
。
又
た
俗
語
に
日
＜
顕
は
証
な
り
。

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
羅
山
先
生
文
集
』
（
大
正
七
年
・

平
安
考
古
学
会
）
巻
五
九
「
雑
著
四
」
お
よ
び
巻
六
0
「
雑
著

五
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
語
録
解
義
』
所
収
の
も
の
は
、

『
羅
山
先
生
文
集
』
所
収
の
も
の
よ
り
条
目
の
数
が
少
な
く
、

配
列
や
字
旬
も
や
や
異
な
る
が
、
少
な
く
と
も
「
与
江
徳
夏
筆

語
」
お
よ
び
「
与
朝
鮮
進
士
文
弘
績
筆
語
」
が
、
羅
山
の
俗
語

に
関
す
る
言
説
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
羅
山
本
の
巻
末
に
は
、
「
此
の
書
羅
山
先
生
の
編

述
な
り
。
与
秘
め
て
出
だ
さ
ざ
る
こ
と
尚
し
。
今
梓
鍍
し

。て以
て
万
世
に
伝
え
ん
と
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
ま
た
、

続
け
て
、
「
子
時
延
宝
六
戊
午
(
-
七
六
八
）
暦
正
月
上
滸
吉

0

0

 

日
下
総
国
本
庄
住
人
依
田
氏
山
本
九
左
衛
門
板
行
」
と
あ

る
。
こ
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
羅
山
本
は
、
か
つ
て
刊
行
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
（
注
16)
。

最
後
に
、
『
語
録
辞
義
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
も
『
語

録
解
義
』
や
『
常
話
方
語
』
と
同
様
、
語
録
読
解
の
た
め
の
手

引
書
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
前
半
の
体
裁
は
、
『
語
録
解
義
』

と
よ
く
似
て
お
り
、
一
部
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て

い
る
が
、
大
部
分
は
漢
文
で
「
討
尋
也
」
「
了
然
明
々
の

貌
な
り
」
「
伎
備
才
也
、
智
術
也
、
猶
技
能
と
言
う
が
ご
と

し
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
、
異
体
字
に
つ
い

て
解
説
を
施
し
て
、
「
蚤
聖
に
同
じ
」
「
犬
―
然
に
同
じ
」

な
ど
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
異
体
字
に
関
す
る
解
説
は
、

『
唐
話
纂
要
』
お
よ
び
『
字
海
便
覧
』
に
は
な
い
。
こ
れ
が
後

半
に
な
る
と
、
今
度
は
、
『
困
学
紀
聞
』
を
初
め
と
す
る
数
種

類
の
書
物
か
ら
俗
語
に
関
す
る
記
載
を
、
計
二
十
九
条
、
引
用

し
て
い
る
。

こ
の
『
語
録
辞
義
』
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
巻
末
に
、

は
っ
き
り
と
「
右
、
山
崎
氏
之
れ
を
撰
す
」
と
あ
る
。
そ
し

て
、
近
藤
論
考
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
に
、
『
語
録
辞
義
』

の
後
半
部
分
に
引
用
さ
れ
る
記
載
は
、
す
べ
て
闇
斎
の
『
文
会

筆
録
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
『
語
録
辞
義
』
が
、
た
し
か
に
闇
斎
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
近
藤
論
考
は
、
『
語
録
辞
義

を
、
『
文
会
筆
録
』
に
先
駆
け
て
著
さ
れ
た
、
闇
斎
の
俗
語
に

関
す
る
「
未
完
の
幻
の
書
」
と
見
な
し
て
い
る
。

以
上
、
羅
山
本
お
よ
び
闇
斎
本
の
巻
末
の
付
録
に
つ
い
て
述

(107) 
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べ
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
、
羅
山
本
に
は
、
絹
斎
の
『
常
話
方

語
』
と
羅
山
の
「
与
江
徳
夏
筆
語
・
与
朝
鮮
進
士
文
弘
績
筆
語

と
が
付
さ
れ
、
闇
斎
本
に
は
、
網
斎
の
『
常
話
方
語
』
と
闇
斎

の
『
語
録
辞
義
』
と
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
本
節
の
冒

頭
に
挙
げ
た
『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
が
、
閻
斎
本
に
つ

い
て
、
撰
者
と
し
て
闇
斎
の
名
を
挙
げ
る
と
同
時
に
羅
山
の
名

を
挙
げ
、
か
つ
、
「
語
録
辞
義
合
写
」
と
付
記
し
て
い
る
の
は
、

同
目
録
が
、
闇
斎
本
を
〈
羅
山
の
『
語
録
解
義
』
に
、
闇
斎
の

『
語
録
辞
義
』
を
付
し
た
も
の
〉
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
同
目
録
が
闇
斎
本
の
書
名
に
〔
〕
を
付
し
て

い
る
の
も
、
便
宜
上
、
そ
の
巻
頭
に
あ
る
『
語
録
解
義
』
を
も
っ

て
そ
の
総
名
と
し
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
同
書
を
「
語
録
解

義
」
と
題
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
を
残
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

補
訂
版
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
も
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
を
受

け
て
、
羅
山
の
撰
述
と
し
て
『
語
録
解
義
』
を
挙
げ
、
「
内
閣

（
一
冊
）
（
語
録
辞
義
と
合
）
」
と
記
し
、
『
語
録
辞
義
』
に

つ
い
て
は
、
闇
斎
の
撰
述
と
し
、
「
内
閣
（
語
録
解
義
と
合
一

冊
）
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
目
録
も
、
闇
斎
本
を
〈
羅

山
の
『
語
録
解
義
』
に
闇
斎
の
『
語
録
辞
義
』
を
付
し
た
も
の
〉

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で

は

、

と

は

、

は

た

し

て

、

全

く

の

無
関
係
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
石
崎
又
造
『
近
世
に

於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
（
前
出
）
巻
末
の
「
附
録
二
、
近

世
俗
語
俗
文
学
書
目
年
表
」
は
、
「
成
立
年
代
未
詳
（
刊
本
）
」

の
も
の
と
し
て
、
「
語
録
解
義
、
一
冊
、
写
、
林
羅
山
、
延
宝

八
年
（
一
七
七
0
)
及
貞
享
四
年
(
-
六
八
七
）
識
語
ア
リ
」

を
挙
げ
る
一
方
（
注
17)
、
「
存
否
未
詳
」
の
も
の
と
し
て
、

「
語
録
解
義
、
一
冊
、
写
、
山
崎
闇
斎
、
朱
子
語
類
中
ノ
俗
語

ヲ
解
シ
タ
モ
ノ
（
国
書
解
題
所
見
）
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ

8
 

に
よ
れ
ば
、
闇
斎
に
も
、
「
語
録
解
義
」
と
題
す
る
撰
述
が
あ
る

。

こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
「
附
録
」
が
引
く
佐
村
八
郎
の
増
訂
『
国
書

解
題
』
（
昭
和
五
一
年
・
臨
川
書
店
）
を
見
る
と
、
同
書
は
、

や
は
り
、
羅
山
撰
の
『
語
録
解
義
』
と
闇
斎
撰
の
『
語
録
解
義
』

と
の
二
種
類
を
挙
げ
、
羅
山
の
『
語
録
解
義
』
に
つ
い
て
は
、

「
朱
子
の
語
録
中
の
難
解
な
字
を
摘
出
し
て
略
解
し
た
る
も
の
」

と
解
説
し
、
闇
斎
の
『
語
録
解
義
』
に
つ
い
て
は
、
「
朱
子
の

語
録
中
よ
り
、
俗
語
及
び
俗
字
に
し
て
解
し
が
た
き
も
の
を
抄

出
し
て
、
一
々
義
解
を
施
し
た
る
も
の
な
り
」
と
解
説
し
て
い

る。
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ま
た
、
補
訂
版
『
国
書
総
目
録
』
も
、
闇
斎
の
撰
述
と
し
て
、

『
語
録
辞
義
』
の
ほ
か
に
、
『
語
録
解
義
』
を
挙
げ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
『
続
史
籍
集
覧
』
「
番
外
雑

書
解
題
」
に
よ
る
」
と
付
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
近
藤

瓶
城
『
続
史
籍
集
覧
』
第
一

0
冊
（
昭
和
五
年
・
近
藤
出
版
部
）

所
収
の
戸
田
氏
徳
「
番
外
雑
書
解
題
」
第
一
七
巻
を
見
る
と
、

「
語
録
解
義
一
巻
、
一
冊
、
写
、
山
崎
闇
斎
、
朱
子
の
語
録
中

ママ

よ
り
俗
字
及
び
俗
語
の
尤
も
解
し
か
た
き
も
の
を
記
出
し
て
逐

―
そ
の
義
を
解
し
た
る
書
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
先

の
『
国
書
解
題
』
と
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
『
国
書
解
題
』

は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
『
続
史
籍
集
覧
』
に
よ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

―
つ
は
、
羅
山
の
『
語
録
解
義
』
と
は
別
に
、
闇
斎
に
も
「
語

録
解
義
」
と
題
す
る
撰
述
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

も
う
―
つ
は
、
諸
解
題
が
挙
げ
る
闇
斎
の
『
語
録
解
義
』
と
は
、

本
稿
の
い
わ
ゆ
る
闇
斎
本
を
指
す
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
巻
末
に
闇
斎
の
『
語
録
辞
義
』
を
付
す
『
語
録
解

義
』
を
見
て
、
本
来
、
羅
山
の
撰
述
で
あ
る
も
の
を
闇
斎
の
撰

述
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
―
つ
め
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、

少
な
く
と
も
、
『
山
崎
闇
斎
全
集
』
（
昭
和
―
二
年
・
日
本
古

典
学
会
）
お
よ
び
『
続
山
崎
闇
斎
全
集
』
（
昭
和
―
二
年
・
日

本
古
典
学
会
）
に
は
、
「
語
録
解
義
」
と
題
す
る
闇
斎
の
撰
述

は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
続
山
崎
闇
斎
全
集
』
下
巻
の

巻
末
に
あ
る
「
闇
斎
先
生
著
書
解
説
」
に
も
、
「
著
書
」
と
し

て
の
み
な
ら
ず
、
「
編
次
書
」
「
存
疑
•
仮
托
書
」
と
し
て
も

記
載
さ
れ
て
い
な
い
（
注
18)
。

か
り
に
、
二
つ
め
の
可
能
性
を
採
る
な
ら
ば
、
こ
の
混
乱
の

原
因
は
、
闇
斎
本
お
よ
ぴ
羅
山
本
の
巻
末
の
付
録
、
あ
る
い
は

巻
末
の
識
語
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
諸
解
題
は
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
の
『
語
録
解
義
』
の
内

容
が
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
『
語
録
解
義
』

を
「
林
羅
山
撰
」
、
も
う
一
方
の
『
語
録
解
義
』
を
「
山
崎
闇

斎
撰
」
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
、
羅
山
本
お
よ
び
闇
斎
本
の
巻
頭
に
あ
る

『
語
録
解
義
』
は
、
『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
が
言
う
よ

う
に
、
本
当
に
羅
山
の
撰
述
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
羅
山
は
、
闇

斎
同
様
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
撰
述
と
さ
れ
る
も

の
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
仮
託
書
の
類
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
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何
を
も
っ
て
羅
山
の
撰
述
と
す
る
か
の
判
断
は
非
常
に
難
し
く
、

し
か
も
、
そ
の
根
拠
と
な
る
よ
う
な
、
『
語
録
解
義
』
に
関
す

る
序
跛
の
類
が
『
羅
山
先
生
文
集
』
（
前
出
）
に
採
ら
れ
て
お

ら
ず
、
『
近
世
漠
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
前
出
）
に
も
、

羅
山
に
つ
い
て
、
「
語
録
解
義
」
と
題
す
る
撰
述
は
挙
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
す
る
と
、
三
つ
め
の
可
能
性
と
し
て
、
『
語
録
解

義
』
は
、
実
は
、
闇
斎
の
撰
述
で
あ
り
、
羅
山
本
こ
そ
、
〈
闇

斎
の
『
語
録
解
義
』
に
羅
山
の
俗
語
に
関
す
る
問
答
を
付
し
た

も
の
〉
と
い
う
可
能
性
が
出
て
く
る
。

た
だ
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
闇
斎
、
ま
た
は
、
羅
山

の
付
録
を
含
め
て
、
一
冊
の
『
語
録
解
義
』
と
い
う
書
物
と
見

れ
ば
、
両
書
を
〈
内
容
の
（
一
部
）
異
な
る
二
つ
の
書
物
〉
と

み
な
す
こ
と
も
で
き
、
あ
な
が
ち
こ
れ
を
混
乱
と
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
鳥
居
論
考
は
、

本
稿
が
示
す
二
つ
め
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
一
切
、
考
慮
し

て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
、
羅
山
お
よ
び
闇
斎
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、

「
語
録
解
義
」
と
題
す
る
撰
述
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
し

か
も
、
特
に
そ
の
根
拠
を
述
べ
ず
に
、
『
語
録
訳
義
』
が
引
く

と
こ
ろ
の
『
語
録
解
義
』
の
撰
者
は
、
羅
山
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
な
お
、
鳥
居
論
考
の
両
書
に
関
す
る
記
述
は
、
石
崎
又
造

の
「
附
録
」
の
記
述
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
鳥
居

論
考
は
、
こ
の
「
附
録
」
に
、
た
だ
そ
の
ま
ま
よ
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
氏
は
、
当
然
、
内
閣
文
庫
の
羅
山

本
お
よ
び
闇
斎
本
を
実
見
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
藤
論
考
は
、
た
し
か
に
、
羅
山
本
お
よ

び
閻
斎
本
を
実
見
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
が
示
す
―
つ
め

の
可
能
性
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
二
つ
め
の
可
能
性
の
み
を

採
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
語
録
解
義
』
の
撰
者
を
羅
山
と
断

定
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
羅
山
本
の
冒
頭
、
す
な
わ
ち
、
内

題
の
下
に
「
林
氏
編
」
と
あ
る
こ
と
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
、

近
藤
論
考
は
、
闇
斎
本
の
巻
末
に
あ
る
「
右
、
山
崎
氏
之
れ

を
撰
す
」
と
い
う
識
語
は
、
『
語
録
解
義
』
の
巻
末
部
分
、
す

な
わ
ち
、
『
語
録
辞
義
』
に
の
み
か
か
る
と
し
て
い
る
。
だ
が
、

闇
斎
本
の
冒
頭
に
は
、
「
林
氏
編
」
と
い
う
識
語
は
な
く
、
ま

た
、
紗
本
と
い
う
同
書
の
性
格
上
、
羅
山
本
の
冒
頭
の
こ
の
識

語
が
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
も
の
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
は
、
こ
の
『
語
録
解
義
』
は
、
む
し
ろ
、
閻

斎
学
派
と
関
わ
り
の
深
い
撰
述
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

留
守
希
斎
の
『
語
録
訳
義
』
以
外
に
、
闇
斎
も
ま
た
、
『
文
会
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筆
録
』
の
中
に
『
語
録
解
義
』
を
引
用
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
、

同
書
は
、
闇
斎
学
派
に
お
い
て
、
比
較
的
重
要
視
さ
れ
て
い
た

書
物
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
『
語
録
訳
義
』
が

引
く
『
語
録
解
義
』
の
記
述
と
、
『
文
会
筆
録
』
が
引
く
『
語

録
解
義
』
の
記
述
と
は
一
致
す
る
の
で
、
両
者
は
、
た
し
か
に

同
一
の
書
で
あ
る
。

ま
た
、
闇
斎
の
弟
子
で
あ
る
三
宅
尚
斎
の
『
黙
識
録
』
巻
六

「
経
伝
」
に
も
、
『
語
録
解
義
』
に
関
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。

『
語
録
解
義
』
宰
一
塗
は
、
漠
土
の
人
の
作
る
所
に
し
て
、

『
〔
文
会
〕
筆
録
』
も
亦
た
之
れ
を
引
く
。
『
〔
朱
子
〕

語
類
』
謂
う
所
の
『
小
学
字
訓
』
は
、
恐
ら
く
は
『
性

理
字
訓
』
を
指
す
な
り
。
『
臆
蟹
』
、
『
錯
諒
』
、
並
荏
今
之
琴
群

す。
こ
こ
ま
で
、
『
語
録
解
義
』
の
撰
者
を
闇
斎
と
す
る
か
、
羅

山
と
す
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
実
は
、
こ
の
尚
斎
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
『
語
録
解
義
』
は
、
「
漢
土
の
人
の
作
る
所
」

で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
内
容
か
ら
み
て
‘
尚
斎
の
言
う
『
語
録
解
義
』
と
、

闇
斎
の
利
用
し
た
『
語
録
解
義
』
（
す
な
わ
ち
希
斎
が
引
用
す

る
『
語
録
解
義
』
）
と
は
、
同
一
の
書
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

尚
斎
が
、
闇
斎
の
直
接
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、

ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
内
閣
文
庫
が
蔵
有
す
る
『
語
録
解
義
』
が
、
日
本
人

の
手
に
よ
る
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
羅
山
お
よ
び
闇
斎
は
、
こ

の
『
語
録
解
義
』
と
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
形
で
関
わ
っ
た
と

言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
―
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
言

わ
れ
て
き
た
〈
林
羅
山
撰
〉
あ
る
い
は
〈
山
崎
閻
斎
撰
〉
と
い

う
の
は
、
純
粋
な
意
味
で
の
〈
著
述
〉
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
羅
山
あ
る
い
は
闇
斎
に
よ
っ
て
再
編
集
さ
れ
た
〈
編
著
〉

、
あ
る
い
は
、
そ
の
手
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
〈
復
刻
本
〉
と
い

う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
（
注
19)
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
両
者
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
同
名
同
一
の
書
物
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
、
『
語
録
解
義
』
が
、
闇
斎

学
派
の
人
々
の
撰
述
の
中
に
、
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
闇
斎
学
派
の
人
間
が
何
ら
か
の
形
で
『
語
録
解
義
』
の

編
集
に
関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
近

藤
論
考
は
、
本
稿
と
は
逆
に
、
『
語
録
解
義
』
が
『
文
会
筆
録
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔
闇
斎
が
『
文
会
筆
録
』
の
中
で
、
〕
し
ば
し
ば
俗
語
の
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注
解
に
『
語
録
解
義
』
を
引
い
て
を
り
、
し
か
も
そ
の
文

脈
か
ら
見
て
こ
れ
は
闇
斎
が
自
著
を
引
い
た
も
の
と
は
考

え
に
く
い
か
ら
、
こ
れ
は
『
語
録
解
義
』
と
い
う
別
人
の

著
書
が
あ
っ
て
、
闇
斎
は
そ
れ
よ
り
引
用
し
た
も
の
と
い

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

つ
ま
り
、
近
藤
論
考
は
、
か
り
に
『
語
録
解
義
』
が
、
闇
斎
の

自
著
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
別
の
自
著
、
す
な
わ
ち
『
文
会

筆
録
』
の
中
で
、
「
『
語
録
解
義
』
に
日
く
」
と
し
て
引
用
す

る
の
は
お
か
し
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
『
語
録
解
義
』
が
、
闇
斎
の
〈
編
著
〉
あ
る
い
は
〈
復

刻
本
〉
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
そ
れ
を
自
著
の
中
に
引
い
て

も
、
一
向
に
不
自
然
で
は
な
い
。

一
方
、
阿
部
吉
雄
「
闇
斎
の
朱
子
学
文
献
研
究
と
李
退
渓
」

（
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
所
収
・
一
九
六
五
年
・
東
京
大
学

出
版
会
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
な
お
、
「
退
渓
」
と
は
、

朝
鮮
、
李
朝
の
代
表
的
朱
子
学
者
、
李
滉
(
-
五
0
一
ー
一
五

七
O
)
の
号
で
あ
る
。

闇
斎
の
「
文
会
筆
録
」
を
見
る
と
、
「
語
録
解
義
」
や
「
退

渓
集
」
を
引
用
し
て
、
俗
語
の
解
釈
を
な
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
数
条
見
え
る
。
筆
者
は
久
し
く
こ
の
「
語
録
解
義
」

な
る
書
の
著
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
、
李
退
渓
と
そ
の
門
人
柳
希
春
（
眉
厳
）

の
原
著
「
語
録
解
」
と
何
等
か
の
関
連
の
あ
る
書
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
―
つ
は
、
「
文
会
筆

録
」
の
引
用
文
と
「
語
録
解
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

共
に
一
字
類
、
二
字
類
、
三
字
類
と
い
う
よ
う
に
分
類
し

て
い
る
点
が
一
致
し
、
ま
た
文
章
が
多
く
一
致
し
て
い
る

所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
「
語
録
解
」
は
、
或
る

所
は
漠
文
で
書
き
、
或
る
所
は
諺
文
で
書
い
て
あ
る
が
、

「
語
録
解
義
」
の
方
は
、
「
文
会
筆
録
」
に
引
用
さ
れ
て

い
る
も
の
は
全
文
漠
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
諺
文

の
部
分
を
漠
訳
し
て
比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん

正
確
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
書
名
の
点
よ
り
考
え
、
ま

た
中
国
で
は
こ
の
種
の
著
作
の
不
必
要
な
点
な
ど
よ
り
考

え
て
、
こ
の
「
語
録
解
義
」
は
「
語
録
解
」
に
関
係
あ
る

著
作
で
あ
り
、
少
く
と
も
朝
鮮
系
統
の
本
で
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
三
宅
尚
斎
の
「
黙
識
録
」
に
、

「
語
録
解
義
、
小
本
一
巻
、
漢
土
人
所
作
」
と
見
え
る
が
、

中
国
で
こ
の
よ
う
な
書
は
、
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

阿
部
論
考
は
、
『
語
録
解
義
』
を
朝
鮮
系
統
の
本
で
は
な
い
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か
と
述
べ
、
中
国
系
統
か
朝
鮮
系
統
か
と
い
う
問
題
は
残
る
も

の
の
、
本
稿
と
同
じ
、
『
語
録
解
義
』
を
日
本
人
の
手
に
よ
る

も
の
で
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
阿
部
論
考
は
、
闇
斎
の
『
文
会
筆
録
』
が
、
『
語
録

解
』
の
他
に
も
、
李
退
渓
の
文
集
や
『
朱
子
書
節
要
』
を
引
用

し
て
、
朱
子
の
文
集
や
『
朱
子
語
類
』
の
中
の
俗
語
を
解
釈
し

て
い
る
実
例
を
挙
げ
、
闇
斎
学
派
が
盛
ん
に
朝
鮮
系
統
の
書
物

を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
字
類
・
ニ
字
類
・
三
字
類
と
い
う
分
類

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
文
会
筆
録
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
語

録
解
義
』
は
、
た
し
か
に
「
『
語
録
解
義
』
二
字
類
」
「
『
語
録

解
義
』
三
字
類
」
と
記
し
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
語

録
解
義
』
を
見
る
と
、
一
字
類
・
ニ
字
類
・
三
字
類
と
い
っ
た

分
類
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
字
と
二
字
と
、
二
字
と
三
字
・
四

字
と
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
近
藤
論
考
は
こ
の
点
を
挙
げ
て
、

阿
部
論
考
に
反
論
し
、
『
文
会
筆
録
』
の
分
類
は
、
「
闇
斎
が

こ
れ
を
自
著
に
引
用
す
る
に
当
つ
て
、
便
宜
上
、
二
字
類
・
三

字
類
と
い
ふ
表
現
を
行
っ
た
と
思
は
れ
る
」
と
述
べ
、
『
語
録

解
義
』
を
朝
鮮
系
統
の
本
と
す
る
阿
部
論
考
を
否
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
阿
部
論
考
が
挙
げ
る
『
語
録
解
』
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
は
『
語
録
解
義
』
と
書
名
が
似
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
次
の
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
ら
れ
た
（
注
20)
。
た
と

え
ば
、
そ
の
採
録
語
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
『
語
録
解
義
』
が
採

録
す
る
二
三
0
語
（
内
、
二
語
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、
実
質

は
ニ
二
八
語
）
中
、
二

0
六
語
が
『
語
録
解
』
の
採
録
語
と
同

じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
語
録
解
』
は
、
一
部
、
ハ
ン
グ
ル
で
表

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
漢
文
で
記
さ
れ
た
部
分
の
解
説
だ
け

を
見
る
と
、
両
者
の
記
述
は
、
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
両
者

が
全
く
の
無
関
係
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
実
際

に
『
語
録
解
義
』
の
解
説
と
『
語
録
解
』
の
解
説
と
を
比
較
し

た
も
の
が
、
本
稿
付
録
の
一
覧
表
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
ハ
ン

グ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
近
代
以
前
の
語
を
多
く
含

み
、
現
代
韓
国
人
に
と
っ
て
も
読
解
に
困
難
な
所
が
多
い
た
め
、

現
在
、
私
は
韓
国
人
研
究
者
と
共
同
で
研
究
中
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
近
藤
論
考
は
、
『
語
録
解
』
の
形
式
（
分
類
方

法
）
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
『
語
録
解
義
』
の

内
容
（
記
述
）
の
類
似
性
に
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
お
そ

ら
く
、
近
藤
論
考
が
こ
の
『
語
録
解
』
を
実
見
し
て
い
な
い
た

め
と
思
わ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、

『
語
録
解
義
』
の
〈
原
著
者
〉
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に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
な
い

と
い
う
こ
と
以
外
は
、
依
然
、
未
詳
で
あ
る
。
次
に
、
現
存
す

る
『
語
録
解
義
』
の
〈
編
者
〉
に
つ
い
て
も
、
羅
山
と
み
な
す

説
が
、
多
数
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
『
語
録
解
義
』

の
編
集
に
、
闇
斎
学
派
の
人
間
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
‘
―
つ
に
は
、
『
文
会
筆
録
』
を
筆
頭
に
、

『
黙
職
録
』
『
語
録
訳
義
』
な
ど
、
閻
斎
学
派
の
書
物
中
に
、

し
ば
し
ば
、
こ
の
『
語
録
解
義
』
が
引
か
れ
、
闇
斎
学
派
に
お

い
て
同
書
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
も
う
―
つ
に
は
、
『
語
録
解
義
』
と
李
退
渓
の
『
語
録
解
』

と
の
類
似
性
か
ら
、
や
は
り
朝
鮮
朱
子
学
派
と
関
係
の
深
い
閻

斎
学
派
の
人
間
が
、
そ
の
撰
者
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
‘
―
つ
に
は
、
羅
山
本
と
闇
斎
本
と
の
い
ず
れ
に

も
、
『
語
録
解
義
』
の
付
録
と
し
て
網
斎
の
『
常
話
方
語
』
が

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
納
得
の
ゆ
く
説
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
か
り
に
、
『
語
録
解
義
』
を

羅
山
の
撰
述
と
す
る
な
ら
、
羅
山
本
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
羅
山

の
撰
述
と
撰
述
と
の
間
に
、
闇
斎
の
弟
子
で
あ
る
絹
斎
の
『
常

話
方
語
』
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
や
は

さ
て
、
本
題
に
返
っ
て
、
留
守
希
斎
の
『
語
録
訳
義
』
に
つ

い
て
述
べ
る
。
同
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
採
録
語
彙
が
、
す
べ

（四）

『
語
録
訳
義
』

と
『
常
話
方
語
』
と
が
何
ら
か
の

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

録
解
義
』
に
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
網
斎

の

を

付

し

た

と

考

え

ら

る

べ

き

で

は

な

か

ろ

う

か
。
ま
た
、
闇
斎
本
に
お
い
て
、
『
語
録
解
義
』
、
『
常
話
方

語
』
、
『
語
録
辞
義
』
の
三
書
は
、
い
ず
れ
も
語
録
を
〈
読
む
〉

と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
羅
山

本
の
巻
末
の
問
答
は
、
少
し
異
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ

も
推
測
の
域
を
出
ず
、
『
語
録
解
義
』
の
撰
者
を
、
限
定
す
る

理
由
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
可
能
性
を
示
す
に
止
め
る
。

な
お
、
『
語
録
解
義
』
お
よ
び
『
語
録
解
』
が
、
い
ず
れ
も

稀
観
本
で
あ
る
が
故
に
、
上
記
の
よ
う
な
種
々
の
見
解
が
生
じ

て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
の
注
に
、
そ
の
所
在
を
明
記
し
て
お

い
た
の
で
、
今
後
は
、
ぜ
ひ
と
も
原
本
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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て
各
語
の
頭
字
の
画
数
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

の
分
類
法
は
、
韻
書
の
よ
う
な
〈
音
〉
を
も
と
に
分
類
す
る
系

統
と
は
異
な
り
、
漢
字
の
〈
形
〉
に
主
眼
を
置
い
た
分
類
法
で

あ
る
と
言
え
る
（
注
21)
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
既
に
述

べ
た
よ
う
な
完
成
度
の
高
い
冠
山
の
撰
述
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て

い
る
こ
と
に
も
な
る
。
た
と
え
ば
、
『
語
録
訳
義
』
「
五
画
」

の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

白
田
水
田
・
白
々
地
・
回
該
・
男
外
•
生
授
•
町
嘱
•
主

意
・
外
首
・
白
地
・
仔
細
検
点
・
布
算
•
主
子
・
末
梢
•

甘
心
・
主
張
•
他
佃
・
半
二
不
三
・
半
上
半
下
・
半
上
落

下
・
収
拾
•
本
色
…
…

こ
こ
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
各
語
は
、
相
互
に
何
の
関
連
性

も
も
た
ず
、
機
械
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
同
じ
頭
字

を
も
つ
語
を
で
き
る
だ
け
前
後
に
配
列
し
よ
う
と
し
て
は
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
語
録
訳
義
』
の
分
類
法
は
、
〈
類
書
〉
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
概
念
別
、
す
な
わ
ち
〈
義
〉
に
主
眼
を
置
い

て
分
類
す
る
系
統
と
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
『
語

録
訳
義
』
は
、
言
語
を
〈
物
〉
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
『
唐

話
纂
要
』
の
よ
う
に
、
実
際
の
会
話
に
お
け
る
〈
場
〉
に
つ
い

て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
狙
練
学
派
と
闇
斎
学
派
と

の
俗
語
研
究
に
対
す
る
意
識
の
相
違
が
窺
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
先
の
『
唐
話
纂
要
』
の
よ
う

な
唐
話
の
〈
教
科
書
〉
で
も
な
け
れ
ば
、
『
字
海
便
覧
』
の
よ

う
な
特
定
の
書
物
に
個
別
的
に
対
応
す
る
〈
参
考
書
〉
で
も
な

い
。
そ
の
形
態
は
、
一
般
性
を
も
っ
た
〈
辞
書
〉
に
最
も
近
い

と
言
え
る
。

次
に
、
『
語
録
訳
義
』
の
注
解
方
式
は
、
『
唐
話
纂
要
』
『
字

海
便
覧
』
『
語
録
解
義
』
同
様
、
見
出
し
字
を
挙
げ
、
そ
の
下

に
和
訳
を
中
心
と
す
る
解
説
を
施
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

、̀'‘5
 

見
出
し
語
は
、
『
字
海
便
覧
』
の
よ
う
に
‘
―
つ
の
完
全
な
文

や
旬
を
挙
げ
る
よ
う
な
長
い
も
の
は
少
な
い
。
ま
た
、
解
説
は
、

0

『
唐
話
纂
要
』
の
よ
う
な
、
端
的
な
も
の
か
ら
、
長
い
も
の
で

は
、
一
葉
か
ら
二
葉
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
鳥
居
論
考
は
、
こ

の
『
語
録
訳
義
』
の
注
解
方
式
を
次
の
六
種
類
に
分
類
し
て
い

る
（
注
22)
。

(a)単
に
和
訳
の
み
を
示
す
も
の

(
b
)
和
訳
を
附
せ
ず
出
典
の
み
を
挙
げ
る
も
の

(
C
)
和
訳
を
附
し
出
典
を
挙
げ
る
も
の

(
d
)
和
訳
を
施
し
、
該
語
に
対
す
る
他
書
の
注
解
ま
た
は
先

人
の
言
説
を
引
用
し
て
そ
の
意
義
を
更
に
明
ら
か
に
す
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る
も
の

(e)他
書
の
解
釈
を
引
き
按
語
を
加
え
て
こ
れ
を
正
し
あ
る

い
は
批
判
す
る
も
の

(
f
)
見
出
し
語
の
類
語
を
挙
げ
て
同
時
に
説
明
す
る
も
の

以
上
の
注
解
方
式
を
先
の
『
語
録
訳
義
』
が
基
礎
と
す
る
『
唐

話
纂
要
』
お
よ
び
『
字
海
便
覧
』
の
注
解
方
式
と
比
較
し
て
み

る
。
な
お
、
『
語
録
解
義
』
は
、
未
詳
の
部
分
が
多
い
の
で
、

今
回
は
除
く
。

ま
ず
、
最
も
多
く
採
ら
れ
て
い
る
方
式
で
あ
る

(a)は
、
ま

さ
に
『
唐
話
纂
要
』
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
端
的
な
注
解
方
式

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
逆
に
、
そ
の
大
部
分
が
『
唐
話
纂
要
』
に

よ
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
次
に
、

(
f
)
の
注
解
方
式
は
、
『
字

海
便
覧
』
に
多
く
見
ら
れ
る
方
式
で
あ
る
。
す
る
と
、
『
語
録

訳
義
』
と
他
書
と
の
違
い
と
し
て
残
る
も
の
は
、

(
b
)
（
C
)
の

〈
出
典
を
挙
げ
る
方
式
〉
と
(
d
)
(
e
)
の
〈
他
書
の
注
解
を
引

用
す
る
方
式
〉
と
の
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
前
者
、
す
な
わ
ち
〈
出
典
を
挙
げ
る
方
式
〉
に

つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
前
に
‘
注
意
し
た
い
点
は
、
鳥
居
論
考
は

『
語
録
訳
義
』
が
出
典
と
し
て
挙
げ
る
書
物
の
中
に
、
『
朱
子

語
類
』
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
鳥
居
論
考
は
、
「
出
典
で
は

朱
子
語
類
（
五
十
八
）
が
圧
倒
的
に
多
く
引
か
れ
て
い
る
（
中

略
）
、
そ
の
他
程
朱
に
関
し
た
も
の
で
は
、
二
程
外
書
（
二
）
、

朱
子
全
集
（
一
）
、
朱
子
文
集
（
五
）
、
朱
子
書
節
要
（
一
）
、

朱
子
行
状
（
二
）
、
謝
上
禁
語
録
（
一
）
な
ど
の
名
が
見
え
る

（
数
字
は
該
書
の
引
用
回
数
）
」
と
述
べ
る
が
、
正
確
に
は
こ

れ
は
、
〈
用
例
〉
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
〈
出
典
〉
で
は
な

い
。
な
お
、
そ
の
『
朱
子
語
類
』
か
ら
の
〈
用
例
〉
の
大
半
は
、

『
字
海
便
覧
』
に
よ
っ
て
い
る
。

さ
て
、
鳥
居
論
考
が
指
摘
す
る
〈
出
典
を
挙
げ
る
方
式
〉
は
、

計
百
箇
所
近
く
あ
る
。
こ
れ
を
称
し
て
、
鳥
居
論
考
は
、
「
本

書
注
釈
に
お
け
る
著
者
の
博
引
傍
証
ぶ
り
（
多
少
蕪
雑
な
き
ら

い
は
あ
る
に
し
て
も
）
は
、
と
か
く
訓
詰
を
喜
ぶ
漠
学
者
た
ち

に
対
し
て
何
程
か
の
魅
力
と
興
味
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
」
と
述

べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
『
語
録
訳
義
』
の
編
集
方
針
は
、

旭
山
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、
こ
れ
に
加
え
て
、
原
著
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
、
俗
語
以

外
の
官
名
や
地
名
な
ど
の
語
も
採
録
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
鳥
居
論
考
は
、
「
い
わ
ゆ
る
孫
引

も
か
な
り
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
さ
い
希
斎
が
何
に

よ
っ
た
か
、
い
わ
ば
出
典
の
出
典
と
も
申
す
べ
き
書
物
が
何
で

(116) 
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「
出
典
の
出
典
」

あ
る
か
は
未
だ
精
査
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、

が
存
在
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
本
稿
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
語
録
訳
義
』

に
お
い
て
、
出
典
を
明
記
す
る
語
の
大
部
分
は
、
『
困
学
紀
聞
』

巻
一
九
「
評
文
」
に
お
い
て
既
に
そ
の
出
典
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
『
困
学
紀
聞
』
は
、
「
俗
語
は
皆
本

と
す
る
所
有
り
」
と
述
べ
た
後
、
百
語
以
上
の
俗
語
の
出
典
を

明
ら
か
に
し
て
お
り
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ

て
い
る
各
語
を
画
数
別
に
振
り
分
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
こ
で
、
鳥
居
論
考
よ
り
、
『
語
録
訳
義
』
が
〈
出
典
と
し

て
〉
引
く
主
な
書
名
お
よ
び
そ
の
引
用
回
数
を
抜
粋
す
る
。
そ

し
て
、
『
困
学
紀
聞
』
に
も
同
じ
指
摘
が
あ
る
場
合
、
鳥
居
論

考
よ
り
抜
粋
し
た
引
用
回
数
の
下
に
、
〔
〕
付
で
、
そ
の
回

数
を
記
す
。
た
だ
し
、
先
に
挙
げ
た
〈
用
例
と
し
て
引
く
朱
子

学
関
係
の
諸
書
〉
は
省
い
て
い
る
。

『
淮
南
子
』
四
〔
1
〕

『

易

』

四

〔

1
〕

『
漢
書
』
十
六
〔
10
〕
『
後
漢
書
』
十
七
〔
13
〕

『
国
語
』
六
〔
6
〕

『

左

伝

』

八

〔

2
〕

『
三
国
志
』
九
〔
9
〕
『
史
記
』
七
〔
4
〕

『
詩
経
』
六
〔
4
〕

『

周

礼

』

四

〔

3
〕

『
荀
子
』
三
〔
3
〕

『

書

経

』

三

〔

1
〕

『
晋
書
』
六
〔
5
〕
『
水
滸
伝
』
四
〔
〇
〕

『
荘
子
』
四
〔
3
〕

『

文

選

』

四

〔

2
〕

『
礼
記
』
六
〔
4
〕

『

列

子

』

五

〔

2
〕

こ
の
一
覧
表
か
ら
、
『
語
録
訳
義
』
の
出
典
を
示
す
注
解
の
大

部
分
が
、
『
困
学
紀
聞
』
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
『
困
学
紀
聞
』
に
「
…
…
に
出
づ
」
と
あ
る
も
の
は
、

『
語
録
訳
義
』
も
そ
の
ま
ま
「
…
…
に
出
づ
」
と
記
し
、
『
困

学
紀
聞
』
が
一
部
、
原
文
を
挙
げ
て
い
る
も
の
は
、
『
語
録
訳

義
』
も
同
じ
よ
う
原
文
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
語

録
訳
義
』
が
出
典
を
明
記
す
る
際
は
、
ほ
ぼ
『
困
学
紀
聞
』
巻

一
九
に
お
け
る
記
載
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、

(
b
)
(
C
)
の
「
出
典
を
明
記
す
る
」
と
い
う
注

解
方
式
の
大
本
分
は
、
希
斎
自
身
の
手
に
よ
る
調
査
結
果
で
は

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
も
っ
て
、
同
書
を
低
く
評
価
す
る

必
要
は
な
い
。
こ
れ
は
、
先
学
の
俗
語
研
究
の
成
果
を
踏
ん
だ

結
果
で
あ
り
、
儒
者
の
伝
統
と
し
て
、
〈
た
と
え
俗
語
で
あ
っ

て
も
出
典
を
明
記
す
る
必
要
性
が
あ
る
〉
と
す
る
、
希
斎
の
見

識
の
現
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

因
み
に
、
こ
の
『
困
学
紀
聞
』
巻
一
九
は
、

『
語
録
解
義
』
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所
収
の
『
語
録
辞
義
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
『
語

録
訳
義
』
が
、
直
接
に
『
困
学
紀
聞
』
に
よ
っ
た
の
で
は
な
く
、

闇
斎
が
引
用
し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
可
能
性
も
高

い
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
『
困
学
紀
聞
』

か
ら
だ
け
で
な
く
、
『
語
録
辞
義
』
が
引
く
他
書
か
ら
も
引
用

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、

(
d
)（

e)
の
〈
他
書
の
注
解
を
引
用
す
る
〉

と
い
う
注
解
方
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
も
鳥
居

論
考
よ
り
、
『
語
録
訳
義
』
が
〈
注
解
の
た
め
〉
引
く
書
名
お

よ
び
そ
の
引
用
回
数
を
抜
粋
す
る
。
そ
し
て
、
『
語
録
辞
義
』

に
も
同
じ
解
説
が
見
ら
れ
る
場
合
、
鳥
居
論
考
よ
り
抜
粋
し
た

引
用
回
数
の
下
に
、
〔
〕
付
で
、
そ
の
回
数
を
記
す
。
た
だ

し
、
『
唐
話
纂
要
』
『
字
海
便
覧
』
『
語
録
解
義
』
『
語
録
字

義
』
な
ど
の
和
書
は
省
い
て
い
る
。

『

楽

山

録

』

一

『

帰

田

録

』

一

〔

1
〕

『

教

坊

記

』

一

『

玉

篇

』

三

〔

1
〕

『
錦
繍
万
花
谷
』
『
古
今
韻
会
挙
要
』
ニ

『

五

雑

俎

』

三

『

広

韻

』

ニ

『
項
氏
家
説
』
一
『
孔
氏
雑
説
』
一

『
皇
明
通
紀
』
一
『
困
学
紀
聞
』
三
〔
1
〕

〔

1
〕

『
史
記
正
義
』
一

『
字
書
』
一
三

『
事
物
紀
原
』
一

『
朱
子
文
集
』
一
〔
1
〕

『
助
語
辞
』
一
〔
1
〕

『
祖
庭
事
苑
』
四
〔
3
〕

『
通
鑑
輯
覧
』
一

『
帝
図
説
』
一

二

『

畷

耕

録

』

一

『
典
籍
便
覧
』
三
『
天
台
三
代
部
補
注
』
二
〔
2
〕
防ーー

『

唐

会

要

』

一

『

博

物

類

纂

』

一

（

『

霜

雪

録

』

一

『

武

備

志

』

一

『
文
苑
彙
筒
』
三
『
文
献
通
考
』
一

『

文

中

子

』

一

『

篇

海

類

篇

』

四

『
名
臣
言
行
録
』
一
『
野
客
叢
書
』
一

『
酉
陽
雑
俎
』
二
『
容
斎
随
筆
』
一

『
退
渓
集
』
一
〔
1
〕
『
六
一
詩
話
』
一

『
六
書
正
偽
』
一
『
留
青
集
』
一

『
竜
寵
手
鑑
』
一
〔
1
〕
『
類
書
纂
要
』
一

こ
の
内
、
『
語
録
辞
義
』
が
引
く
『
玉
篇
』
、

『
正
字
通
』

『
通
鑑
綱
目
』

『
通
雅
』
四

一――
 

『
康
煕
字
典
』

『
左
伝
』

『
帰
田
録
』
、

〔

1
〕
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『
朱
子
文
集
』
、
お
よ
び
『
退
渓
集
』
の
計
四
条
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
「
打
」
で
始
ま
る
語
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
中
の
計
十
四
語
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
『
語
録

訳
義
』
の
解
説
と
一
致
し
て
お
り
、
ど
う
や
ら
そ
の
ま
ま
『
語

録
訳
義
』
「
五
画
」
の
項
目
に
転
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
の
「
打
張
」
を
除
く
、
「
打
張
」
か
ら
「
打
不
過
」
ま
で
の

語
が
そ
れ
で
あ
る
。

打
過
・
打
併
了
・
打
併
掃
断
了
・
打
不
過
・
打
酒
・
打
草

・
打
話
・
打
魚
・
打
船
・
打
車
・
打
水
・
打
飯
・
打
傘
・

打
衣
糧
・
打
貼
・
打
量
・
打
張
・
打
試
・
打
掃
・
打
曖
．

打
点
・
打
睫
・
打
秋
風
・
打
畳

『
語
録
辞
義
』
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
四
条
の
引
用
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
た
見
出
し
語
と
な
り
、
『
語
録
訳
義
』
に
お
い

て
は
、
十
四
項
目
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
希
斎
の
『
語
録
訳
義
』
は
、
闇
斎
の
『
語
録

辞
義
』
を
参
考
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
る
と
、
『
語

録
訳
義
』
が
参
考
に
し
た
『
語
録
解
義
』
と
は
、
巻
末
に
『
語

録
辞
義
』
を
付
し
た
闇
斎
本
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
語
録
訳
義
』

は
、
『
語
録
解
義
』
を
基
礎
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
わ
り
に
は
、

『
語
録
解
義
』
か
ら
の
引
用
回
数
は
、
『
唐
話
纂
要
』
や
『
字

海
便
覧
』
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

に
『
語
録
解
義
』
巻
末
の
『
語
録
辞
義
』
か
ら
の
引
用
を
加
え

る
と
、
そ
の
引
用
回
数
は
、
計
百
回
を
下
ら
ず
、
ほ
ぼ
『
唐
話
纂

要
』
や
『
字
海
便
覧
』
か
ら
の
引
用
回
数
に
匹
敵
す
る
か
ら
で

あ
る
。し

か
し
、
近
藤
論
考
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
語
録
辞
義
』

に
見
ら
れ
る
記
載
は
、
す
べ
て
『
文
会
筆
録
』
に
も
引
か
れ
て

お
り
、
あ
る
い
は
、
『
語
録
訳
義
』
は
『
語
録
辞
義
』
か
ら
転

用
し
た
の
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
『
文
会
筆
録
』
か
ら
転
用
し

た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
は
、
『
語
録
訳
義
』

に
、
「
解
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
『
語
録
解
義
』
の
記
述
は
、

『
文
会
筆
録
』
に
引
か
れ
る
『
語
録
解
義
』
の
範
囲
を
出
な
い
。

つ
ま
り
、
『
語
録
訳
義
』
が
『
語
録
解
義
』
を
引
く
場
合
、
『
語

録
解
義
』
か
ら
直
接
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
『
文
会
筆
録
』

か
ら
の
孫
引
き
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
そ
の

他
の
『
語
録
辞
義
』
か
ら
の
転
用
と
思
わ
れ
る
も
の
も
、
や
は

り
、
『
文
会
筆
録
』
か
ら
の
転
用
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
闇
斎
自
身
、
俗
語
に
通
じ
て
お
り
、
近
藤
論
考

に
よ
れ
ば
、
「
闇
斎
が
口
語
に
近
い
語
録
体
の
文
章
を
ひ
と
り
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よ
く
解
読
利
用
し
得
た
の
は
、
若
き
日
、
禅
僧
と
し
て
禅
書
を

広
く
研
鑽
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
そ
し
て
こ
の
体
験

が
そ
の
ま
ま
『
朱
子
語
類
』
の
解
読
に
役
立
っ
た
こ
と
と
思
は

れ
る
」
。

そ
し
て
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
こ
の
よ
う
な
師
の
研
究
成
果

を
く
ま
な
く
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
に

挙
げ
た
『
語
録
訳
義
』
が
引
用
す
る
宋
明
の
類
書
や
箭
記
の
類

は
、
闇
斎
の
『
文
会
筆
録
』
中
に
も
、
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
師
説
に
な

ら
っ
て
仏
書
を
引
き
、
あ
る
い
は
「
…
…
ハ
禅
語
也
」
「
禅
ニ

云
…
…
ナ
リ
」
「
禅
ニ
ハ
…
…
卜
云
意
ニ
モ
使
フ
」
と
解
説
し
、

闇
斎
が
し
ば
し
ば
引
用
す
る
『
退
渓
文
集
』
や
『
朱
子
書
節
要
』

と
い
っ
た
朝
鮮
系
統
に
属
す
書
物
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
。
要

す
る
に
、
希
斎
の
『
語
録
訳
義
』
は
、
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
闇

斎
の
俗
語
に
関
す
る
研
究
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
と
言
え
る
。

最
後
に
、
『
語
録
訳
義
』
の
編
纂
目
的
に
つ
い
て
述
べ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
唐
話
纂
要
』
は
、
〈
唐
話
を
学
習
す

る
こ
と
〉
、
『
字
海
便
覧
』
は
、
〈
語
録
の
類
の
訓
読
法
を
知

る
こ
と
〉
と
い
う
、
い
ず
れ
も
或
る
種
の
〈
技
術
〉
の
習
得
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
書
の
編
纂
目
的
は
異
な
る
も
の

の
、
そ
の
〈
技
術
〉
の
習
得
の
た
め
、
両
書
は
、
い
ず
れ
も
教

育
的
配
慮
に
富
み
、
非
常
に
体
系
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
冠
山
の
撰
述
を
、
あ
え
て
ば
ら
ば
ら
に

し
、
『
語
録
訳
義
』
と
い
う
形
に
編
集
し
直
し
た
意
図
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
‘
―
つ
に
は
、
冠
山
の
撰
述
が
、
い
ず
れ
も
検
索
が
困

難
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
腹

ち
に
冠
山
の
撰
述
を
不
便
な
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
目
的
に
応
じ
て
、
そ
の
構
成
が
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
前
章
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
難
点
を
克
服
す
る
べ
く
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
先
に
述
べ
た

画
数
索
引
と
い
う
検
索
方
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

『
唐
話
纂
要
』
は
、
単
語
を
字
数
別
に
分
類
し
、
や
や
辞
書
と

し
て
の
使
用
に
堪
え
得
る
が
、
や
は
り
、
画
数
引
き
に
は
及
ば

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
画
数
引
き
と
い
う
検
索
方
法
は
、
明
代
の

『
字
彙
』
あ
た
り
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
お
り
、
希
斎
の
独
創
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
闇
斎
学
派
を
代
表
す

る
儒
者
が
、
後
学
の
学
習
の
便
を
は
か
る
た
め
、
自
己
の
研
究

と
は
別
に
、
こ
の
よ
う
な
教
育
的
配
慮
に
富
ん
だ
辞
書
を
編
纂

し
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
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さ
て
、
も
う
―
つ
は
、
従
来
の
俗
語
研
究
に
、
闇
斎
学
派
の

研
究
成
果
を
加
味
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
語
録
訳
義
』

が
し
き
り
に
闇
斎
の
『
文
会
筆
録
』
中
に
引
か
れ
る
俗
語
の
解

説
を
転
用
し
た
り
、
先
人
が
指
摘
す
る
出
典
を
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
な
ど
し
て
、
先
に
述
べ
た
〈
他
書
か
ら
の
引
用
〉
と
い

う
形
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
も
う
―
つ
は
、
闇
斎
学
派
の
立
場
か
ら
、
冠
山
を

再
評
価
す
る
た
め
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
結
果
的
に
、
そ
う
な

っ
た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
青
木
論
考
（
前
出
）
に
、

「
冠
山
は
決
し
て
無
識
な
只
一
介
の
訳
士
で
は
無
か
っ
た
、
頭

の
乾
燥
し
た
語
学
者
で
も
無
か
っ
た
。
漢
学
者
と
し
て
一
世
の

重
き
を
為
す
程
の
修
養
と
学
オ
と
は
無
か
っ
た
に
し
ろ
、
江
戸

に
於
て
林
鳳
岡
の
門
に
程
朱
の
学
を
修
め
経
学
に
関
し
て
も
一

家
の
見
を
有
し
て
ゐ
る
ら
し
い
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
者

と
し
て
の
知
名
度
で
は
、
冠
山
は
希
斎
を
は
る
か
に
上
回
る
。

な
る
ほ
ど
、
冠
山
の
撰
述
に
は
、
著
名
な
学
者
が
そ
の
序
跛
を

記
し
、
い
ず
れ
も
冠
山
の
語
学
的
才
能
に
つ
い
て
は
、
皆
手
放

し
で
称
賛
す
る
も
の
の
、
そ
の
学
オ
に
対
す
る
評
価
は
高
い
と

は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
そ
の
卓
越
し
た
語
学
力
か
ら
み
て
、

お
そ
ら
く
、
冠
山
の
撰
述
は
、
希
斎
だ
け
で
な
く
、
儒
者
の
間

で
も
少
な
か
ら
ず
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
冠
山

の
撰
述
を
用
い
る
旨
を
、
正
面
切
っ
て
「
凡
例
」
に
明
記
し
た

点
は
、
ま
さ
に
『
語
録
訳
義
』
の
見
識
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
冠
山
の
撰
述
が
、
儒
者
の
語
類
研
究
に

資
す
る
値
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
希
斎
の
冠
山
に

対
す
る
評
価
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る。
江
戸
時
代
に
お
け
る
俗
語
の
研
究
と
い
う
と
、
ま
ず
、
狙
練

学
派
の
名
前
が
挙
る
。
一
方
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て
は
、
と
も

す
れ
ば
中
村
論
考
（
前
出
）
の
よ
う
に
「
そ
の
派
は
専
ら
居
敬

窮
理
と
徳
行
を
重
ん
じ
て
、
文
章
を
軽
ん
じ
た
」
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
闇
斎
学
派
に
お
い
て
も
、
俗
語
研
究
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
藤
論
考
に
、
「
闇
斎

は
読
書
に
当
り
、
そ
の
文
義
の
眼
目
を
把
握
す
る
を
も
と
よ
り

第
一
と
し
た
が
、
ま
た
そ
の
文
を
構
成
し
て
ゐ
る
一
字
一
旬
の

意
を
把
握
す
べ
く
努
力
し
、
字
義
を
荀
且
に
す
る
も
の
で
な
か

っ
た
」
と
あ
る
。
阿
部
論
考
（
前
出
）
に
も
、
「
〔
闇
斎
は
〕
、

お
わ
り
に
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わ
が
国
に
お
い
て
は
初
め
て
朱
子
の
文
集
・
語
類
を
精
密
に
研

究
す
る
態
度
を
と
り
、
特
に
そ
の
俗
語
の
解
読
に
注
目
し
た
」

と
あ
る
。

ま
た
、
阿
部
論
考
は
、
「
わ
が
国
の
「
朱
子
語
類
」
の
語
学

的
研
究
、
も
し
く
は
中
国
俗
語
の
研
究
は
、
荻
生
狙
練
の
師
、
岡

島
冠
山
の
「
字
海
便
覧
」
（
享
保
一

0
年
大
坂
刊
）
を
も
っ
て

最
初
と
す
る
こ
と
は
定
説
と
み
な
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
前
に
山
崎
闇
斎
が
、
李
退
渓
の
語
録
研
究
の
成
果
に
着
目

し
、
こ
れ
を
利
用
し
た
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
る
。
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
〈
闇
斎
と
冠
山
と
〉
と
い
う
二
つ
の
俗
語
研
究

の
流
れ
を
ま
と
め
上
げ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
、
こ
の
『
語
録
訳

義
』
で
あ
る
と
。

『
語
録
訳
義
』
以
後
、
同
書
を
越
え
る
よ
う
な
、
こ
の
種
の

辞
書
・
参
考
書
の
類
は
出
現
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
鳥
居
論

考
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
増
補
本
と
い
う

形
で
、
あ
る
い
は
儒
者
の
立
場
か
ら
、
あ
る
い
は
文
学
者
の
立

場
か
ら
、
補
わ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
『
語
録
訳
義
』
が

語
録
読
解
の
手
引
書
と
し
て
の
或
る
一
定
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立

し
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
〈
辞
書
〉
の
形

態

を

と

り

な

が

ら

も

、

や

『

字

海

便

覧

』

の

よ

う
な
〈
技
術
〉
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。
山
宮
雪
楼
の

『
語
録
訳
義
』
「
序
文
」
に
も
、
「
公
（
希
斎
）
の
学
大
に

た

し
て
、
此
れ
（
『
語
録
訳
義
』
の
編
纂
）
特
だ
其
の
緒
餘
な

る
の
み
」
と
あ
る
よ
う
に
、
闇
斎
学
派
に
と
っ
て
、
俗
語
研
究

は
、
あ
く
ま
で
も
語
録
に
書
か
れ
た
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の

手
段
の
―
つ
で
あ
り
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
、
朱

子
学
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
続
編
と
し
て
、
「
秋
水
園
主
人
「
」
を
め

ぐ
っ
て
|
ー
近
世
日
本
中
国
語
学
史
稿
の
ニ
ー
ー
」
（
『
天

理
大
学
大
学
報
』

IV
ー
2
.
―
九
五
四
）
、
「
秋
水
園
主
人

「
小
説
字
彙
」
を
め
ぐ
っ
て
・
補
遺
」
（
『
天
理
大
学
大
学

報』

IV
ー
3
.
―
九
五
五
）
、
「
明
治
期
に
お
け
る
中
国
俗

ママ

語
辞
書
に
つ
い
て
ー
l

近
世
日
本
中
国
語
学
史
稿
之
三
ー
」

（
『
天
理
大
学
大
学
報
』

X
I
V
ー
1
.
―
九
六
二
）
、
「
日

人
編
纂
中
国
俗
語
辞
書
の
若
干
に
つ
い
て
ー
l

近
世
日
本
中

国
語
学
史
稿
の
四
ー
」
（
『
天
理
大
学
大
学
報
』
珊
ー
3

ー

注
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•
一
九
五
七
）
が
あ
る
。

2

『
近
世
漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
は
、
そ
の
凡
例
に
よ

れ
ば
、
小
川
貫
道
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
お
よ
び
竹

林
貫
一
『
漢
学
者
伝
記
集
成
』
か
ら
か
な
り
の
資
料
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
は
、
そ
の
凡

例
に
よ
れ
ば
、
『
近
代
名
家
著
述
目
録
』
、
『
近
代
著
述
目
録

後
篇
』
、
『
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
（
漢
学
家
之
部
）
』
、

『
先
哲
叢
談
後
編
』
、
『
先
哲
叢
談
続
編
』
を
中
心
に
、
そ

の
資
料
を
得
て
い
る
。
一
方
、
『
漢
学
者
伝
記
集
成
』
は
、

そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
『
先
哲
叢
談
』
、
『
先
哲
叢
談
後
編
』
、

『
先
哲
叢
談
続
編
』
、
『
近
世
先
哲
叢
談
正
編
』
、
『
近
世

先
哲
叢
談
続
編
』
を
中
心
に
、
そ
の
資
料
を
得
て
い
る
。

3

鳥
居
論
考
は
、
「
〔
『
語
録
訳
義
』
は
〕
、
程
朱
の
学
に

親
し
む
国
人
の
こ
よ
な
き
参
考
書
と
し
て
長
く
需
要
を
も
つ

た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
於
て
本
書
の
利
用

者
の
い
く
た
り
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
て
新
語
を

増
し
注
解
に
筆
を
加
え
て
利
用
価
値
の
増
大
を
は
か
っ
た
。

そ
れ
が
今
日
わ
れ
わ
れ
の
見
る
増
補
本
の
い
く
つ
か
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
旭
山
の
増
補
本
に
加
え
て
、
先
に
挙

げ
た
『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
一
七
集
の
『
俗
語
訳
義
』
を
も

『
語
録
訳
義
』
の
増
補
本
の
一
っ
と
し
て
数
え
て
い
る
。
た

し
か
に
、
同
書
は
、
旭
山
の
増
補
本
ほ
ど
完
備
し
て
い
な
い

が
、
な
る
ほ
ど
、
「
淳
」
と
自
ら
略
称
す
る
人
物
の
注
解
と
、

そ
れ
を
紗
写
し
た
富
永
辰
の
注
解
と
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鳥
居
論
考
は
、
こ
の
他
、
天
理
図
書
館
所
蔵
の
も
の

を
挙
げ
、
同
書
に
お
け
る
増
補
語
が
す
べ
て
『
劇
語
審
訳
』

か
ら
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

4

こ
の
他
、
諸
目
録
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
国
会
図
書
館

に
四
本
(
-
本
は
「
語
録
釈
義
」
、
残
り
の
二
本
は
「
俗
語

釈
義
」
と
題
す
る
）
、
大
阪
大
学
（
懐
徳
堂
文
庫
）
に
一
本

（
「
俗
語
訳
義
」
と
題
す
る
）
、
東
北
大
学
（
狩
野
文
庫
）

に
二
本
(
-
本
は
旭
山
の
増
補
本
）
、
二
松
学
舎
大
学
に
二

本
(
-
本
は
「
俗
語
訳
義
」
と
題
す
る
）
、
無
窮
会
（
織
田

文
庫
）
に
三
本
(
-
本
は
旭
山
の
増
補
本
で
「
語
録
釈
義
」

と
題
し
、
残
る
二
本
の
う
ち
、
一
本
は
「
俗
語
訳
義
」
、
も

う
一
本
は
「
俗
語
釈
義
」
と
題
す
る
）
、
無
窮
会
（
天
淵
文

庫
）
に
一
本
（
「
俗
語
訳
義
」
と
題
す
る
）
、
そ
し
て
、
大

阪
天
満
宮
御
文
庫
に
一
本
、
蔵
有
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
長
沢
規
矩
也
「
静
嘉
堂
江
戸
時
代
編
纂
支
那
語
関

係
書
籍
解
題
」
（
『
書
誌
学
』
一

0
巻
二
号
・
昭
和
一
三
年
）
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に
よ
れ
ば
、
静
嘉
堂
文
庫
に
一
本
（
「
俗
語
訳
義
」
と
題
す

る
）
、
蔵
有
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
論
考
は
、
唐
音
関
係

書
籍
の
蒐
集
者
と
し
て
中
山
久
四
郎
お
よ
び
石
崎
又
造
の
名

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
他
、
長
沢
規
矩
也
が
蔵
有
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
長
沢
規
矩
也
「
家
蔵
江
戸
時
代
編
纂
支
那
語

関
係
書
籍
解
題
」
（
『
支
那
語
学
報
』
二
号
・
昭
和
―
一
年
）

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

5

平
論
考
（
前
出
）
は
、
希
斎
の
俗
語
に
関
す
る
撰
述
と
し

て
、
『
俗
語
訳
義
』
と
『
語
録
訳
義
』
と
を
挙
げ
て
、
両
書

を
区
別
し
て
二
つ
の
異
な
る
書
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
（
大
正
三
年
・
大
阪
府
立
図
書
館
）

ママ

が
希
斎
の
撰
述
と
し
て
挙
げ
る
「
俗
語
釈
義
、
二
、
写
本
（
延

享
元
年
J
序
）
」
（
一
七
四
四
）
に
つ
い
て
、
「
延
享
元
年
の

作
は
語
録
訳
義
で
あ
る
か
ら
、
著
述
年
代
は
、
語
録
訳
義
の

そ
れ
と
混
同
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
」
（
同
論
考
中
は
、

゜

「
俗
語
訳
義
」
と
し
て
引
用
す
る
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
語
録
訳
義
』
と
内
容
を
同
じ
く
す

る
、
「
俗
語
訳
義
」
と
題
す
る
書
物
が
、
事
実
、
存
在
す
る

以
上
、
両
書
は
、
や
は
り
、
異
名
の
同
書
で
は
な
か
ろ
う
か
。

6

『
近
世
漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、

旭

山

の

撰

述

は

、

五

巻

、

『

旭

山

初

集

』

一

巻
、
『
旭
山
晩
集
』
四
巻
、
『
居
業
遊
説
』
三
冊
が
あ
る
。

ま
た
、
旭
山
は
、
闇
斎
学
派
の
学
者
の
事
跡
を
ま
と
め
た
『
濫

学
淵
源
録
』
お
よ
び
『
道
学
淵
源
続
録
』
を
校
訂
し
て
お
り
、

自
身
も
『
道
学
淵
源
続
録
増
補
』
巻
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

留
守
希
斎
に
つ
い
て
も
、
『
道
学
淵
源
続
録
』
巻
四
に
記
載

が
あ
る
。

7

『
語
録
訳
義
』
の
「
凡
例
」
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

鳥
居
論
考
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
『
唐
話
纂
要
』
『
字
海
便
覧
』

『
語
録
解
義
』
の
三
書
の
他
に
、
元
禄
七
年
(
-
六
九
四
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
語
録
字
義
』
(
-
名
、
『
語
録
指
南
』
）

か
ら
の
引
用
も
少
な
く
な
い
。
同
書
も
、
そ
の
書
名
か
ら
分

る
よ
う
に
、
や
は
り
語
録
読
解
の
た
め
の
手
引
書
で
あ
る
。

そ
の
序
文
に
も
、
「
群
書
の
要
語
を
抜
苧
し
、
各
お
の
其
の

下
に
諺
解
し
、
後
に
記
誦
詞
章
の
楷
梯
を
附
し
て
、
童
蒙
に

便
に
す
」
と
あ
る
。
こ
の
『
語
録
字
義
』
も
『
唐
話
辞
書
類

集
』
第
八
集
（
昭
和
四
七
年
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
巻
末

に
は
、
「
素
読
一
助
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
解
説
」
（
『
唐

話
辞
書
類
集
』
第
八
集
所
収
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

初
学
者
の
為
に
、
一
字
至
五
字
（
実
は
六
字
一
語
を
含
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む
）
部
に
分
け
、
語
句
に
訓
点
を
加
へ
、
下
に
双
行
、

漢
字
交
り
の
片
仮
名
の
訳
文
を
注
し
た
も
の
。
唐
音
を

注
せ
ず
、
訳
語
亦
こ
な
れ
て
ゐ
な
い
し
、
と
き
に
誤
も

あ
る
。
取
材
が
後
代
の
も
の
の
如
く
日
常
会
話
で
は
な

く
、
語
録
そ
の
他
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
純
粋
の

俗
語
ら
し
か
ら
ぬ
も
の
が
少
く
な
い
。
何
れ
も
、
唐
話

出
版
の
初
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
む
を
え
な
い
と

も
い
へ
よ
う
。
寛
文
―
一
年
、
洛
下
の
濫
吹
子
の
刊
行

の
序
文
に
、
「
語
録
指
南
序
」
と
題
す
る
た
め
、
語
録

指
南
と
い
ふ
書
名
で
著
録
し
て
ゐ
る
目
録
も
あ
る
が
、

同
一
書
で
あ
る
。
そ
の
序
に
よ
る
と
、
友
人
が
携
へ
来
つ

て
示
し
た
も
の
と
あ
る
の
で
、
濫
吹
子
の
著
で
は
な
い
。

8

『
唐
話
纂
要
』
に
つ
い
て
の
「
解
説
」
（
『
唐
話
辞
書
類

集
』
第
六
集
）
に
、
『
唐
話
纂
要
』
中
、
各
語
に
付
さ
れ
た
中

国
音
は
、
す
べ
て
江
南
音
を
指
す
と
あ
る
。
青
木
正
児
「
岡
嶋

冠
山
と
支
那
白
話
文
学
」
（
『
青
木
正
児
全
集
』
第
二
集
「
支

那
文
藝
論
藪
」
所
収
・
昭
和
四
五
年
・
春
秋
社
）
も
「
冠
山

の
支
那
語
は
南
方
の
音
で
あ
っ
た
事
は
た
し
か
だ
。
室
町
以

来
支
那
と
の
交
通
の
行
は
れ
た
地
方
は
主
と
し
て
南
方
の
福

建
杭
州
辺
で
あ
っ
た
し
、
今
彼
の
著
書
に
就
て
見
て
も
南
方

音
と
断
定
出
来
る
」
と
述
べ
る
。

因
み
に
、
日
原
伝
「
岡
島
冠
山
と
朝
鮮
通
信
使
ー
I

正
徳

元
年
十
月
晦
日
の
唱
酬
を
中
心
に
—
ー
」
（
『
季
刊
日
本
思

想
史
』
第
四
九
号
•
平
成
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
通
信
使

と
の
対
談
に
お
い
て
、
「
冠
山
は
「
南
京
話
」
、
〔
朝
鮮
通
信

使
の
〕
昌
周
（
姓
は
鄭
）
は
「
北
京
話
」
を
口
談
し
て
い
る
。

当
時
、
長
崎
の
唐
通
事
は
「
南
京
話
」
「
福
州
話
」
「
灌
州

話
」
な
ど
に
つ
い
て
各
々
専
門
の
通
事
が
お
り
、
各
地
の
方

言
に
も
通
じ
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
話
さ
れ
る
の
は
中
国
南

方
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
北
京
語
は
ほ
と
ん
ど
話
さ
れ
た
こ
と

2
 

は
な
い
と
い
う
。
…
…
一
方
、
朝
鮮
か
ら
は
昌
周
自
身
が
述

O

べ
て
い
る
よ
う
に
北
京
へ
陸
路
交
通
が
通
じ
て
お
り
、
当
然

北
方
の
言
葉
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

9

『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
六
集
所
収
の
増
補
本
『
唐
話
纂
要
』

の
最
終
巻
で
あ
る
巻
五
は
、
い
わ
ゆ
る
単
語
帳
的
な
、
役
割
を

果
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
親
族
」
と
し
て
「
玄
祖
」
「
曽

祖
」
「
祖
父
」
な
ど
の
単
語
を
列
し
、
「
器
用
」
と
し
て
「
器

皿
」
「
盆
児
」
「
香
盆
」
な
ど
の
単
語
を
列
す
る
な
ど
、
以

下
、
「
畜
獣
」
「
虫
介
」
「
禽
鳥
」
な
ど
、
計
十
三
の
項
目

を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
単
語
（
名
詞
）
を
〈
類
書
〉



1762 

的

に

列

挙

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

の

巻

一

か

ら
巻
四
ま
で
と
同
様
に
、
各
単
語
の
傍
ら
に
は
片
仮
名
で
中

国
音
を
、
下
に
は
和
訳
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

こ
の
巻
五
の
巻
末
に
は
、
中
国
音
を
付
し
た
時
調
（
流
行
歌
）

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

10

岡
島
冠
山
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
石
崎
又
造
『
近
世

に
於
け
る
支
那
俗
文
学
史
』
（
前
出
）
の
他
に
、
た
と
え
ば

青
木
正
児
「
岡
島
冠
山
と
支
那
白
話
文
学
」
（
『
青
木
正
児

全
集
』
第
二
集
「
支
那
文
藝
論
薮
」
所
収
・
昭
和
四
五
年
・

春
秋
社
）
や
潟
沼
誠
二
「
岡
島
冠
山
研
究
(
-
)
|
（
四
）
」

（
『
国
語
国
文
研
究
』
四
二
•
四
五
•
四
九
•
五
O
)
が
あ

る
。
潟
沼
論
考
は
、
現
在
、
『
儒
学
と
国
学
—
ー
「
正
統
」

と
「
異
端
」
と
の
生
成
史
的
考
察
』
（
昭
和
五
九
年
・
桜
楓

社
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
も
の
で
は
、
奥
村
佳
代

子
「
岡
島
冠
山
『
唐
話
纂
要
』
考
」
（
『
関
西
大
学
中
国
学

会
紀
要
』
第
一
七
号
•
平
成
八
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
岡
島

冠
山
の
通
事
し
て
の
具
体
的
な
実
績
に
つ
い
て
は
、
日
原
伝

「
岡
島
冠
山
と
朝
鮮
通
信
使
|
上
止
徳
元
年
十
月
晦
日
の
唱

酬
を
中
心
に
ー
_
」
(
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
四
九
号
・

平
成
八
年
）
が
あ
る
。

11

石
崎
又
造
「
京
坂
に
於
け
る
支
那
語
学
の
展
開
」
（
前
出

『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
所
収
）
は
、
冠

山
の
京
坂
に
お
け
る
事
跡
に
つ
い
て
は
甚
だ
不
明
瞭
で
は
あ

る
も
の
の
、
京
坂
に
お
い
て
も
ま
た
、
冠
山
は
、
唐
話
の
流

布
者
で
あ
り
指
尋
者
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
江
戸
で

は
単
な
る
一
時
的
な
唐
話
流
行
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
京
坂

に
お
い
て
は
さ
ら
に
進
ん
で
小
説
戯
曲
の
解
読
を
誘
致
し
、

翻
訳
翻
案
等
の
企
画
と
な
り
、
国
文
学
へ
の
影
響
が
深
め
ら

れ
て
い
っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
、
『
先
哲
叢
談
後
編
』
巻
三

に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

近
世
稗
官
の
学
を
以
て
世
に
鳴
る
は
、
晃
世
美
・
陶
覧

•
岡
白
駒
•
秦
煕
載
等
。
皆
冠
山
を
以
て
之
が
先
鞭
と
為

す。

12

『
近
世
漠
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』
（
前
出
）
に
よ
れ
ば

冠
山
の
撰
述
は
、
『
華
音
唐
詩
選
』
七
巻
、
『
指
日
』
一
巻

『
四
書
唐
音
辮
』
二
巻
、
『
小
説
読
法
』
、
『
唐
話
纂
要
』

六
巻
、
『
唐
訳
便
覧
』
五
巻
、
『
唐
音
雅
俗
語
類
』
五
巻
、

『
唐
話
便
用
』
六
巻
、
『
太
平
記
演
義
』
五
巻
、
『
尺
韻
辮

解
』
五
巻
、
『
経
学
字
海
便
覧
』
七
巻
、
『
三
体
詩
唐
音
』

二
巻
、
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
二

0
巻
、
『
康
熙
帝
遺
詔
』
一

(126) 
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巻
、
『
通
俗
明
清
軍
記
』
、
『
通
俗
元
明
軍
談
』
、

二
体
詩
』
三
冊
、
『
唐
音
和
解
』
一
巻
が
あ
る
。

13

鳥
居
論
考
は
、
実
際
に
『
語
録
訳
義
』
と
『
唐
話
纂
要
』

と
を
比
較
し
、
〈
『
唐
話
纂
要
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
〉
と

い
う
但
書
き
は
な
い
が
、
そ
の
解
説
が
『
唐
話
纂
要
』
の
記

述
と
一
致
す
る
語
は
、
計
二
百
三
十
語
あ
り
、
ま
た
、
明
ら

か
に
『
唐
話
纂
要
』
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
語
は
、

計
六
十
六
語
あ
る
と
述
べ
る
。
な
お
、
『
字
海
便
覧
』
お
よ

び
『
語
録
解
義
』
に
つ
い
て
は
、
氏
の
手
元
に
こ
の
両
書
が

な
か
っ
た
た
め
、
同
様
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

14

『
語
録
解
義
』
所
収
の
も
の
と
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
所

収
の
も
の
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
一
部
、
文
字
の
異
同
が
あ

る
も
の
の
、
同
一
の
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
量
的
に
、

前
者
は
後
者
の
前
半
約
四
分
の
一
に
当
た
る
。
先
の
「
右
、

『
常
話
方
語
』
、
浅
見
先
生
ノ
雑
記
ヲ
以
写
ス
」
と
い
う
識

語
は
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
所
収
『
常
話
方
語
』
の
、
ま
さ

に
、
前
半
四
分
の
一
を
終
え
た
と
こ
ろ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
唐
話
辞
書
類
集
』
所
収
の
『
常
話
方
語
』
に
は
、

以
下
、
「
「
要
」
字
自
り
此
に
至
る
ま
で
浅
見
先
生
訓
ず
」
、

「
右
‘
丁
丑
(
-
七
五
七
）
四
月
、
浅
見
先
生
物
語
す
る
な

『
唐
音

り
」
、
「
右
、
同
月
宵
に
録
す
進
居
」
、
「
「
格
」
以
下

乙
酉
(
-
七
六
五
）
晩
冬
廿
三
日
夜
、
語
類
会
に
箭
記
す
」

と
い
う
識
語
が
あ
る
。
「
進
居
」
は
、
絹
斎
の
弟
子
の
若
林

強
斎
（
延
宝
七
年
ー
享
保
一
七
年
、
一
六
七
九
ー
一
七
三
二
）

の
名
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
識
語
か
ら
、
『
常
話
方
語
』
が
、
絹
斎
を
中
心

と
し
て
開
か
れ
た
『
朱
子
語
類
』
の
勉
強
会
の
記
録
を
含
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
書
は
、
絹
斎
の

言
説
を
集
め
た
も
の
で
、
正
確
に
は
絹
斎
の
〈
著
述
〉
で
あ

る
と
い
え
な
い
も
の
の
、
絹
斎
の
俗
語
に
関
す
る
理
解
を
示
）2

 

す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
近
藤
論
考
も
指
摘
す
る
よ

o

う
に
、
こ
の
勉
強
会
の
宝
暦
二
年
(
-
七
0
五
）
の
規
約
文

で
あ
る
「
語
類
会
約
」
が
残
っ
て
お
り
、
『
絹
斎
先
生
文
集
』

巻
八
（
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
』
第
五
巻
所
収
•
昭
和
六
ニ

年
・
ペ
り
か
ん
社
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

15

「
注
徳
夏
」
に
つ
い
て
は
、
近
藤
論
考
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
九
「
書
八
」
の
「
与
注
徳
夏
」

の
題
下
に
、
「
大
明
国
辺
郡
の
賤
き
者
な
り
。
流
落
し
東
武

に
来
り
て
脇
坂
淡
路
守
に
醐
も
ら
い
、
書
を
写
し
て
以
て
業

と
為
す
。
頗
る
文
字
を
知
る
」
と
あ
る
。
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16

『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
（
慶
応
義
塾
大

学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
・
昭
和
三
七
ー
三
九
•
井
上
書
房
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
延
宝
三
年
刊
・
天
和
三
年
改
修
本
『
新

増
書
籍
目
録
』
の
下
巻
、
お
よ
び
、
元
禄
九
年
本
『
増
益
書

籍
目
録
大
全
』
の
巻
四
、
同
宝
永
六
年
増
修
本
の
巻
四
、
同

正
徳
五
年
改
修
本
の
巻
四
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
語
録
解
義
」
と

題
す
る
書
の
記
録
が
あ
る
。
た
だ
し
、
天
和
三
年
改
修
本
『
新

増
書
籍
目
録
』
、
お
よ
び
、
元
禄
九
年
本
『
増
益
書
籍
目
録

大
全
』
に
お
い
て
、
『
語
録
解
義
』
は
、
「
儒
書
」
で
は
な

く
、
「
仏
書
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
同
名
の

異
書
で
あ
ろ
う
か
。

17

内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
語
録
解
義
』
に
は
、
こ
の
延
宝
八
年

お
よ
び
貞
享
四
年
の
識
語
は
な
い
。
な
お
、
新
編
『
帝
国
図
書

館
和
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
も
「
語
録
解

義
」
と
題
す
る
紗
本
を
一
本
、
蔵
有
し
、
同
目
録
は
、
「
林

信
勝
（
羅
山
）
著
」
と
記
し
て
い
る
。
石
崎
又
造
が
挙
げ
る
、

識
語
の
あ
る
『
語
録
解
義
』
は
、
あ
る
い
は
こ
の
国
会
図
書

館
所
蔵
の
も
の
か
。
ま
た
、
補
訂
版
『
国
書
総
目
録
』
に
よ

れ
ば
、
こ
の
他
、
日
本
大
学
、
高
知
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
一
本

ず
つ
、
『
語
録
解
義
』
を
蔵
有
し
て
い
る
。

闇
斎
の
撰
述
に
つ
い
て
は
、
阿
部
吉
雄
「
山
崎
闇
斎
の
著

に
就
い
て
（
一
）
（
二
)
|
上
土
と
し
て
朱
子
学
関
係
書

の
略
解
ー
」
（
『
漠
学
会
雑
誌
』
巻
―
第
一
号
・
第
二
号
、

昭
和
八
年
）
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
同
論
考

は
、
『
語
録
解
義
』
に
つ
い
て
、
「
未
見
、
恐
ら
く
は
闇
斎

の
編
著
で
は
な
く
又
そ
の
考
訂
に
出
づ
る
も
の
だ
と
言
ふ
証

拠
も
あ
る
ま
い
。
（
中
略
）
語
録
解
義
は
文
会
筆
録
中
に
屡

引
い
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
あ
る
」
と
だ
け
記
す
。

19

な
お
、
「
再
編
集
」
と
言
っ
て
も
、
『
語
録
解
義
』
を
、

現
在
の
よ
う
な
三
部
構
成
に
ま
と
め
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
防

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
羅
山
や
闇
斎
よ
り
も
後
の

O

人
の
手
に
よ
る
仕
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
闇

斎
本
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
『
語
録
辞
義
』
の
前
に
付

さ
れ
て
い
る
『
常
話
方
語
』
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
絹

斎
の
弟
子
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
閻
斎
が
孫
弟
子
の
編

集
を
待
っ
て
、
弟
子
の
撰
述
の
後
に
自
著
を
付
す
と
は
考
え

に
く
い
。
そ
も
そ
も
絹
斎
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
羅
山
本
に
つ
い
て
も
、
羅
山
の
生
卒
年
か
ら

見
て
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

な
お
、
闇
斎
本
を
三
部
構
成
に
ま
と
め
た
後
人
は
、
識
語

18 
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゜

に
「
山
崎
氏
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
闇
斎
学
派
の
人

間
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
ば
、
希

斎
が
『
語
録
訳
義
』
に
先
人
の
説
を
引
く
場
合
、
単
に
「
荻

生
氏
」
「
伊
藤
氏
」
と
書
く
の
に
対
し
て
、
必
ず
、
区
別
し

て
「
闇
斎
先
生
」
「
浅
見
先
生
」
「
尚
斎
先
生
」
と
敬
称
を

付
け
て
呼
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
羅
山
本
も
、
冒

頭
に
「
林
氏
編
」
と
あ
り
、
本
文
中
も
、
『
羅
山
先
生
文
集
』

（
前
出
）
で
は
「
先
生
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
や
は

り
「
林
氏
」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
〈
誰

が
原
著
『
語
録
解
義
』
を
再
編
集
し
た
か
〉
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
〈
誰
が
『
語
録
解
義
』
を
現
在
の
よ
う
な
三
部
構

成
に
再
再
編
集
し
た
か
〉
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
る
い

は
、
『
語
録
解
義
』
は
、
初
め
か
ら
三
部
構
成
で
刊
行
さ
れ

て
お
り
、
羅
山
も
闇
斎
も
そ
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い
な
い
可

能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
初
版
本
『
語
録
解
義
』
お

よ
び
そ
の
刊
行
年
を
確
認
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。

20

『
語
録
解
』
は
、
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
支
部
の
東
洋

文
庫
に
木
活
字
本
『
語
録
解
付
藝
海
珠
塵
餅
字
分
箋
』
（
朝

鮮
南
二
星
・
宋
浚
吉
編
・
朝
鮮
刊
•
木
活
字
本
）
が
一
本
、

同
じ
く
東
洋
文
庫
の
、
紗
本
『
語
録
解
義
付
五
才
子
書
語
録
』

（
朝
鮮
南
二
星
・
宋
浚
吉
編
）
が
一
本
、
蔵
有
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
（
昭
和
三
0
年
・
宮
内
庁

書
陵
部
）
に
よ
れ
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
も
『
語
録
解
』
を
一

本
、
蔵
有
す
る
。
ま
た
、
『
語
録
訳
義
』
同
様
、
楠
本
正
継

の
家
蔵
本
を
底
本
と
し
た
油
印
本
『
語
録
解
』
（
昭
和
二
九

年
・
九
州
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
室
）
が
あ
る
。
な
お
、
こ

の
油
印
本
は
、
巻
末
に
画
数
引
の
索
引
を
付
し
、
巻
頭
に
は

『
退
渓
文
集
』
か
ら
李
退
渓
の
俗
語
に
対
す
る
解
釈
を
摘
出

し
、
採
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
、
索
引
を
付
し
、

検
索
に
便
利
で
あ
る
。
こ
の
他
、
朝
鮮
版
『
朱
子
語
類
』
の

景
印
本
（
中
文
出
版
社
。
た
だ
し
、
同
社
に
よ
る
奥
付
が
な

く
、
ま
た
解
題
も
な
い
の
で
、
そ
の
底
本
に
つ
い
て
は
未
詳
）

の
巻
末
に
も
、
『
語
録
解
』
の
紗
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

21

鳥
居
論
考
は
、
「
〔
『
語
録
訳
義
』
は
、
〕
画
引
と
い
う

こ
の
方
面
の
述
作
と
し
て
は
画
期
的
な
検
字
方
式
が
と
ら
れ

て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
『
語
録
訳
義
』
は
、
部
首
別

に
分
類
し
た
後
、
画
数
順
に
並
べ
る
い
わ
ゆ
る
字
書
ほ
ど
機

能
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
頭
字
に
異
体
字
を
用
い
た
り
、
頭

(129) 
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字
の
画
数
の
数
え
方
に
困
難
な
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
鳥

居
論
考
に
よ
れ
ば
、
氏
に
は
、
「
俗
語
訳
義
語
彙
」
と
い
う
、

『
語
録
訳
義
』
の
全
語
彙
を
注
音
符
号
順
に
配
列
し
た
も
の

を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
鳥
居
久
靖
教
授

著
作
目
録
」
（
鳥
居
久
靖
先
生
華
甲
記
念
論
集
『
中
国
の
言

語
と
文
学
』
・
昭
和
四
七
年
・
天
理
時
報
社
）
に
は
、
「
俗

語
訳
義
語
彙
」
と
い
う
論
考
な
い
し
単
行
本
は
見
え
な
い
。

た
だ
、
油
印
『
俗
語
考
原
語
彙
』
(
-
九
五
四
年
・
天
理
大

学
中
国
学
科
研
究
室
）
と
い
う
、
李
鑑
堂
『
俗
語
考
原
』
の

語
彙
を
注
音
符
号
に
よ
り
配
列
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
鳥

居
久
靖
「
近
代
文
学
語
彙
研
究
資
料
（
そ
の
一
）
」
（
『
明

清
文
学
言
語
研
究
会
会
報
』
八
号
・
一
九
六
七
）
に
お
い
て
、

程
万
里
『
大
明
春
』
巻
一
の
中
の
俗
語
解
説
を
、
発
音
順
に

配
列
し
直
し
て
い
る
。

22

鳥
居
論
考
は
、
『
語
録
訳
義
』
の
注
解
方
式
に
一
貫
性
が

な
い
点
を
も
っ
て
、
『
語
録
訳
義
』
は
『
俗
語
解
』
と
似
て

い
る
と
し
、
後
者
を
〈
俗
文
学
の
辞
書
〉
と
し
て
、
前
者
を

〈
語
録
の
辞
書
〉
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
居
論
考
は
、

両
者
の
内
容
を
比
較
し
た
結
果
、
『
語
録
訳
義
』
が
解
説
の

た
め
に
引
用
し
た
書
物
が
、
『
俗
語
解
』
に
お
け
る
引
用
書

と
ほ
と
ん
ど
重
複
し
な
い
こ
と
か
ら
、
「
「
俗
語
解
」
の
引
用

書
が
当
時
の
い
わ
ゆ
る
唐
話
学
者
の
一
般
的
読
書
傾
向
を
示

す
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
本
書
（
す
な
わ
ち
『
語
録
訳
義
』
）

。

の
引
用
書
は
儒
者
た
ち
の
そ
れ
を
示
す
も
の
と
言
い
得
な
い

m

だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
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採録文字 語録解義 語録解

也 亦也。
語辞、 又•••…、 眉訓、 亦彼又也也理乱、、猶又日某也捺。

掠 扶也。 ……。 O又扶也、取、 理。

他 彼也、又也、実也。 ……、又•••…、眉訓、 人也。

恩 涸洞也、薦挙也。 （なし）

翌 左右蔑願、一云、視遠貌。 左右駕顕、又視遠貌。

似 向也。 向也、眉訓、亦於也、古詩云、去国一身軽似葉。

琴 丑．印 （なし）

生 語辞。 語辞。

掴 批也、又也也。 音……、手打也、批也。

羨 善也。 （なし）
倣

工足悲正夫踵也也成也、。意又。作誓也々貌。。眼
恨
直
争 何也。

貼 付也。

将 忘す口

度 I乎字呑＾

混 践也、行失正貌、又飛動貌。
Il麟音又（捨唐な也、し平。声O見、朕平之声也、．、．．頓．．．伏．貌、 行失正貌， 又飛動貌、

在

語車持求辞穀頭也斉髪、、有等也欲在貌為。意也。。。

有在意。

輻 車穀斉等貌。

拌 ） 

要 求也、又•••…、又……。 O音見平声及去声。要約〔也
〕、勤也、 〔固〕要也、察也、以上平声。久要也、

〔枢要也〕、要会也、欲也、以上去声。
些 少也。 （なし）

却 在句末者、語辞、又旋也、埋却殺却。 語辞、又•••…、又••••••、眉訓、還也、其在末句者語辞

゜撞着 丁也、当也。 ……、又••••••、眉訓、衝着也。
鋸 解載也。 （なし）

下 猶百措置。 音……、下字目……、字...…、下手……、下工夫亦同

゜零細 猶言瑣細也。 猶箇箇也。

呟着 逢ー。 ……有。O撞易合序之卦、喧者合也、即是……之義、又喧当作
澁、 義、 口目之……。

零 音挿、少頃也。 音……、少頃也、 I」
゜従来 自古来今也。 ...... 

゜従即 与上同。 ••.•. " ゚
思地 猶言如此。 ……、猶言如此。 O……、又•••…。
由来 従来同。 従来同。

摸落 ，掲ー。 （なし）

従教 任他所為也。 ••.•.. ゚
任教 与上同。 与任他之意相近、教有教使之意、為語助、下同。

什度 何事。 ！与甚度同。

伊度 彼也、此也、何也、奈也。 ……、又......、又......。

忠度 何如。 ● 骨....
゜斯闘 戦也。 ……、恐此亦知是相闘之意。

打空 漫意也。 ...... 猶百......0 

撰来 成来也。 ...... 
0 

一楳 一般也。 ……、音茶、……。

一遭 一番也。 ．．疇●.. ゜
一串 一貫也。 ... …。 O・・・…。

一介 一方同。 （なし）

一遍 同。 ........ 
゜一般 一様。 ……、叉一種。

(131) 
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採録文字 語録解義 語録解

5152535455565758596061626364656667686970717273747576777879808182838485868788899091929394959697989900.01.020303. 

一段 一塊。 ……、猶言一片也。
一面 一方。 ……、又...…、又......。

一向 正一、直ー。 ...... ゚

ー等 猶言一種人。 ……、又...…。
ー副当 一件也。 一件也、渓訓。
笑殺 一咄。 ……、欧陽公詩日、笑殺汝陰常処士、十年騎馬聴朝鶏

゜物 語辞。 事、語辞、如今数物、必日、一事、 事。
地 地末。 ……。 O猶言本地也。
上 上首。 ... …。 O・・・・・・。
裏； 内

゜
．．．．．．、又•…..、猶中也、頭語辞。

到 猶 到終。 ……、眉訓、到極也。
若 何

゜
...... 

゜関 語
゜

関子、公文書也、子、語辞、如扇子、亭子之類。

遮打奄棄、ー音也折。、忽、猶。言尽教也、又蓋置也。

疇疇....゚
遮、音折、猶呂尽教也、……、遮、ー作折。
……、渓訓。

゜
● 尋● ● ● ● 

゜貌。 ...... 
゜

゜
.. 鼻...

゜
． 

也。 （なし）
皆来也、往也。 ...... 

゜這箇 於是也。 ……、又…...。
落ヽ 高貌 O渥落浄潔之意、渥渥亦同此意、又•••…。
自是 渠如前為也。 囀.....
上面 上辺。 ……゚ 、外面、裏面、前面、後面、皆以此意推之。
許多 万也、幾也。 ...... 

゜胡乱 漫擾貌。 ……、渓訓、又……。
提擁 執持也。 ……、眉訓、提而振之也。
骨子 指当物也。 猶言・・・・・・、指当物也、如言……。
謙過 過為連着也、／遭i買也。 膝音湛、以軽物買重物日殿心、経所謂膝以大学不欺章

連小人間居之章者也。
些子 小貌、乍貌。 ．．．．．．、又…...。

戸放下棄也。 処

• ＊彎畢● ● 

゜...... 
゜

（なし）
……、亦云我也、指彼而称自己日自家。
……、又……、眉訓、一彼処、一何処。
會.....

゜

下夫 間I乾下爵手酌貌也也。。

下手也、恐与下工夫同。
未曽 、曽者嚢也。 ……、又曽……。
定畳 、畳亦定字意。 安頓也、畳亦定意、眉訓、堅定。
卜芦 。 ....... ゜

逐旋 ……、又…...、又……。
襴 遮也。 遮也。
如 直指貌。 ……、猶今郷人有所歴挙則必由……也。 O・・・…、又…

... 
゜惹 乱也、佳也、又引着也。 乱也、又引着也。

仔細。 O猶言須用詳意細思也彫散、漢貌語。消与須同義。
餘残欲尽之意、又

麟消作詳度生l仔如細何也 量、。又何

幾多般同。
……。 0国時 f花落〕知多少亦此意。

猶偽学禁目。
指禅学人。 O作気貌。

事。 ……、又……。 O……。
担板漢 汝担而人謂一面謂不見一面。 ……、謂見一面不見一面。

(132) 
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採録文字 詰＄忌鯉恙 語録解

讐生直面下工承夫当正日新而倣的功当。。0 

……、工夫。
...... 

゜……、不行貌、又一説……、眉訓、揮棄也。 O……。
……、又......。

招認 其人為而自説手。 招如今……、認引以為賦匪。
了 知也、卒也、事畢也。 語已畢辞為、又……、又•••…、又……、眉訓、在末句者事之

了。
着 有為也、椅着也、又使也。 猶言為也、又……、又……。 O語辞、又使也。
作 為也。 為也、亦語辞。
労 音向、担也。 音向、担也。

左 音念也、始為穴也、南隔人呼穿土為吝、 （なし）.... 
亦窟也。

獣 音該、痰也。 音埃、痰也。
錯 誤也、非也。 ……、 又・・・・・・。
来 語辞也、有来意。 語辞、有来意。
才 与線同。 与線同、又……。
致 与弼同。 （なし）
去 語辞、有去意。 語辞、有去意、眉訓、舎

゜便 即也、又仮使也。 ……、又……、又私伝如 、即也、又因
人寄書謂之便。 0音見平声及去声。安也、習也、便便

言也、肥満也上去、渡声也。、以上平声。利也、宜也、順也、
便殿也、以

撒 コ日メ木又n、o 音熱、……、又 貌。
頭 直也、末也 ……、語辞也、語

゜体 汝出 汝也、眉訓、爾也、音……
管 l令百弁昆拍 主之也、……、眉訓、総摂也。
挨 推世。 音埃、推也。 O按次謂之挨次。
較 適而両物相比而差也。 ．．．．．．、直也、不等也、相角也、対両而計其長短、又•••

.... ゜
狛： 音紅、飛也。 （なし）
捏 止也、又来之意。 ……、又......、又……。

渾 皆也。 ……、猶言全也。
没 無也。 眉訓、無也。
儘 任也、又極也。 任位。 O……。 O……。
僕 人也。 （なし）
合 的也。 ……、又• •• …。
滅 消也。 （なし）
線

゜
（なし）

箭 i触也。 音……、刺着也、……。 O唐人奏事非表非状者謂箭子

゜抹 末也、又破棄也。 ．．．．．． 

゜底 I極処也。 当処也、或作的、又……、又根底也、又与地同、又語

辞3

解 知也、能也。 ……。 O解根、解銀、押解、皆輸到卸下之意也。
拐 伐也、折也。 ．．．．．．、又……、俗析字。

漫 無聯意。 •.•... ゚
得 語辞、又資意、有得意。 語辞、又•••…、有得意。
会 和解也。 ……。 o...... 謂之ー会ー会。
恰 ＇合是也。 ……、眉訓、適当之辞。
鎮 恒也、長在貌。 事．．．．．゜
那 彼也、何也。 ……、又……、眉訓、彼也、又……。

淘l 即浙字。 （なし）
還 語辞、有却意。 語辞、又……。 O……、又……、又......。

熱 与殺同。 与殺同、……、音……。
差 不等也、与較同、相角也。 ……、与較同、又差出之意。
i遠 公伝。 公伝也、附逓伝書謂之逓。 O納也。
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イ寸録

匠

尼

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

麟
語辞、―有一箇、二箇之意。
交付也。 ． 

望鷹：皆ー語也。冒喜悶｝梢也、又手按也、・…..。

本物日和、又答。

……、又.....・。

……、眉訓、何等。
……。 O・・・…。

-"-．．．．．．、又......。

．．．．．．、又......。 O・・・・・・。

180181182183184185186187188189190191192193194195196197198199200201202203204 

…... : てづ猶云照数次知也。
……、眉訓、分明也。
合当之意、猶言......。

……、自主己意而張皇←ヽ 1臼……。
……、語類、没巴没尾、未詳。 O漢語禽獣之尾謂之尾
巴、此謂巴即尾也、鼻即頭也、似是無頭無尾之義、又
一説大蛇謂之巴曽也、漢人遇大蛇用小笙ー打其鼻便死
、所謂巴鼻、恐是要切処之意。
……、又••••••、接当作湊O猶言輻饒也。

゜……。 O仮使之意也。

……、又特別……。
哨午也。

（なし）
（なし）

躯殻。
如云体得、体験、堪当。
……、｝皆、猶言撫摩之意。
……、渓訓。 O猶言白直、又猶言直戟、又…...。

短小人。
……、渓訓。
底山瀑湘散流如簾。
……、渓訓。
婚事。
．．．．．．、畢終也。

与下梢同。
舞態也、反復不正之貌、猶俗言……、猶狼藉也。
夫婦合半体合為一也。
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イ寸銀た

0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

7
8
9
0
 

2
2
2
3
 

2
2
2
2
 

餅 [!;o

薩硬遣之意。
猶帰宿也。
ー長貌。
猶含糊。
乱書也。
但也。

ーヽ
I
`
‘ー"

し
し

な
な

（
（
 

呈

麟

゜直諒友朋也。
郷、向也、上、形而上之上、謂天理也、言向道理。
道-'~-'-=

鳳
畠
藍

、又与消同、猶言……。
無妬心。

也。
麟。 O猶言里数也。
憲。

貌、音長、又見敬韻。
仔鈍、……之類。
郷試之額数也。

……、猶帰宿也。
（なし）

猶含糊、又渓訓、不分明也。
乱写也。
……、除是人間別有天、是……除……人間各別……天
……、又……。 O猶言須是也、又俗称除是非之語。
……、又……。
0間、間漫也、泊董、南人雑魚肉置飯中謂之泊董羹、
謂雑乱不切之事也。 O漢語沼従木間相董猶朽株搬也。
与除是同、又……、又只是之義也。

羹、一一羹雑也。

．．．．．・。 O……。
雑也、義見三字類。

この一覧表は、闇斎本『語録解義』と語彙数の最も多い

木活字本『語録解』とを底本としている。表内に「……」

と記す箇所は、ハングル表記の部分を略記したものである。

なお、 「渓訓」とは、李滉（退渓）の注であり、 「眉訓」

とは、その弟子の柳希春（眉巌）の注である。
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